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平成２１年第２回 

美唄市議会定例会会議録 

平成２１年６月１５日（月曜日） 

午前 ９時５８分 開議 

 

◎議事日程議事日程議事日程議事日程    

 第１ 会議録署名議員の指名 

 第２ 一般質問 

 

◎出席議員出席議員出席議員出席議員（（（（１１１１６６６６名名名名））））    

  議 長  内馬場 克 康 君 

  副議長  谷 村 孝 一 君 

   １番  吉 岡 文 子 君  

   ２番  森 川   明 君 

   ３番  五 十 嵐 聡 君 

４番  高 田 正 則 君 

   ５番  高 橋 幹 夫 君 

   ６番  阿 部 義 一 君 

   ７番  長谷川 吉 春 君 

   ８番  米 田 良 克 君 

   ９番  白 木 優 志 君 

  １０番  小 関 勝 教 君 

  １１番  土 井 敏 興 君 

  １２番  本 郷 幸 治 君 

  １３番  紫 藤 政 則 君 

  １４番  林   国 夫 君 

 

◎出席説明員出席説明員出席説明員出席説明員    

 市     長  桜 井 道 夫 君 

 副  市  長  斎 藤 正 紀 君 

 総 務 部 長  安 田 昌 彰 君 

 市 民 部 長  岩 本 良 一 君 

 保健福祉部長兼福祉事務所長  中 川 直 紀 君 

 商工交流部長  岡 嶋 博 文 君 

 農 政 部 長  林   信 孝 君 

 都市整備部長  山 口 隆 慶 君 

 市立美唄病院事務局長  高 倉 雄 治 君 

 消  防  長  霜 田 公 法 君 

 総務部総務課長  小 橋 一 夫 君 

 総務部総務課総務係長  村 上 孝 徳 君 

 

 教 育 委 員 会 委 員 長 職 務 代 理 者  工 藤 勝 善 君 

教  育  長  板 東 知 文 君 

 教 育 部 長  前 田 敏 和 君 

 

 選挙管理委員会委員長  後 藤 泰 彦 君 

 事 務 局 長  秋 場 勝 義 君 

 

 農業委員会会長  佐 藤 博 道 君 

 農業委員会事務局長  林   忠 男 君 

 

 監 査 委 員  扇 谷   均 君 

 監査事務局長  稲 村 秀 樹 君 

 

◎欠席説明員欠席説明員欠席説明員欠席説明員    

 教育委員会委員長  白 戸 仁 康 君 

 

◎事務局事務局事務局事務局職員職員職員職員出席者出席者出席者出席者    

 事 務 局 長  藤 井 英 昭 君 

 次     長  中 平 匡 司 君 

 

午前 ９時５８分 開議 

●議長内馬場克康君 これより本日の会議を

開きます。 

 

●議長内馬場克康君 日程の第１、会議録署

名議員を指名いたします。 

１３番 紫藤政則議員、 
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１４番 林 国夫議員、 

を指名いたします。 

 

●議長内馬場克康君 次に日程の第２、一般

質問に入ります。 

 発言通告により、順次発言を許します。 

 １１番、土井敏興議員。 

●１１番土井敏興議員（登壇） 平成２１年

第２回市議会定例会に当たり、私は大綱４点

につきまして、市長にお伺いをいたします。 

まず、大綱１点目の住みよいまちづくりに

ついてでありますが、市長はこれまで人づく

り、まちづくり、土台づくりを３本柱に据え、

市民との協働を基本に住んでよかった、住ん

でみたい、そういう環境のまちづくりを目指

してこられたと思うところでありますが、し

かしながら、一方で本市の置かれている状況

を見るとき、少子高齢化の加速や経済基盤の

衰退等による人口減などから財政状況の悪化

や、医師不足による市立病院の累積債務の増

大など、深刻な事態に至っているのも事実で

あります。これらの難題を整理し、解消に向

けていくためには、何と言っても市民の皆さ

んに、より現状を分かり易く丁寧に説明をし、

理解を深めていただき、年代、世代を超えて

広く市民の皆さんに協力をしていただける環

境を確立していくことに、より力を注いでい

かなければならないのではないかと思うとこ

ろであります。 

そこで、以下３点についてお尋ねをいたし

ます。 

１点目の市民参加のまちづくりについてで

ありますが、先にも述べさせていただきまし

たが、協働ということをベースに、すべての

市民が住みなれた地域でともに支え合い、安

心して暮らせるまちづくりを目標に第１期地

域福祉計画が策定をされ、さらに福祉のまち

づくり条例でそれぞれの役割を位置づけて、

市と市民支え合い推進委員会が中心となって、

支え合い、助け合いを軸に、市民参加を促す

べく、今日まで取り組んでこられたと思いま

すが、そこで、これらの成果と、またそこか

ら見えてきた課題等があればお聞かせをいた

だきたいと思います。 

このたび第２期計画が示されましたが、第

１期の検証を踏まえ、どういったことを柱に

据えたのか。また、以前に行われた福祉計画

にかかわる意識調査では、地域福祉計画や社

協がかかわっている地域福祉実践計画につい

て回答者の８０％以上が知らない、あるいは

知っているが内容はわからない、と答えてい

る結果からして、市民への浸透を図るため、

今後どのように取り組んでいかれるのか、お

聞かせをいただきたいと思います。 

先般行われました議会報告会の中におきま

しても、市民の方に美唄が大変な状況にある

ということはわかっているが、できる範囲の

協力の用意はあるが、市として具体的にどう

いう協力をしてほしいのかが自分としてよく

見えないし、わからないとの意見もありまし

た。 

よって今後市民参加のまちづくりを推し進

めていく為に、これらについてもどのように

取り組んでいかれるのか、お伺いをいたしま

す。 

また、市としても支援体制を強化すべく、

地域応援チームを組み、課題解決に向け、対

応されてきたところと思いますが、その経過
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と現状についてもお聞かせをいただきたいと

思います。そうした市民参加を促す取り組み

については、まちづくり基本条例においても、

第２条、第２３条、第３０条等において説明・

責任・参画・協働などが謳われており、市と

して事業実施に向け、立案段階から市民がし

っかりと参加できる具体的手法を講ずるべき

と思います。例えば、予算編成においても、

地域や市民が関与できるなど、いわゆる地域

内分権とも言うべきで、これについては、他

の事例もあることから、市長としてお考えが

あればお伺いをいたしたいと思います。 

次に、子どもたちのまちづくりへの参加に

ついてでありますが、このことにつきまして

は、平成１７年第２回定例会で市政執行方針

の中に、次代を担う子どもたちの位置づけに

ついてしっかりと明記をされており、そうい

うところについて私は子どもたちにふるさと

美唄をもっとよく知ってもらい、自分の考え

や意見を発表し、積極的にまちづくりに参加

をしてもらうためにも、ぜひ子ども議会の開

催をすべきと申し上げましたが、当時子ども

１日市長という事業の実施を考えていたこと

もあり、それから４年越しという時間の経過

がありましたが、このたび実現する運びとな

ったところでありますが、実施に向けた御努

力に感謝を申し上げたいと思う次第でありま

す。実施に当たり、様々な内容の事業が検討

されているようでありますが、以前も申し上

げましたが、ぜひ、この議場の活用も考えて

みてはどうでしょうか。こうした活用につい

ては、議長を初め、同僚議員各位も賛意を示

してくださるものと私は思うところでありま

す。 

さて、その参加対象について中学３年生、

高校３年生は除外されていますが、確かにこ

の学年は進学を初めとする進路について大切

なときではありますが、私は門戸を閉ざすべ

きではないと思います。大変なときにあって

もこのふるさと美唄についてしっかりと考え

てくれている生徒さんは要ると思います。ま

た、募集人数についても１６人に限定するこ

となく、もう少し幅を持ってせめてこの議場

の議席位の参加を募ってもよいのではないで

しょうか。 

それと子ども１日市長については、継続を

していくのか、今後どのようにお考えでしょ

うか。子どもの数が急速に少なくなってきて

いる今、かつてと違い同世代での触れ合いや、

ましてや世代を超えた、例えば子どもに対す

る町内会行事も減少し、いわゆる大人との交

流がどんどん薄れてきております。情操面の

発達からしても早急にこうした交流の機会の

確保を考えなければならないと思いますが、

いかがでしょうか。 

３点目の居住環境についてでありますが、

私は何と言っても市民の皆さんに住んでいて

良かった、また外に住む方からは住んでみた

い、と言われるまちづくりが基本となると思

うわけでありますが、そうした基準というも

のは、一概には決められないところもありま

すが、またさまざまな評価方法もあるところ

でありますが、ひとつの目安として日経新聞

などがその評価を行っているようであります

が、どのような評価になっているのか、その

辺、押さえているものがあればお聞かせをい

ただきたいと思います。 

本市としても、これまで快適なまちづくり
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に向け、どのような取り組み、あるいはどの

ような改善をしてきたのか。また、これらを

推し進めていくためには、経験の豊富な団塊

の世代の技術や行動力、あるいは高齢世代の

多彩な知識などを十分活用させていただくこ

とも必要と考えますが、いかがでしょうか。 

大綱２点目の、地域活性化対策についてで

ありますが、国は硬直、疲弊する地方自治体

に対して、地域の活性化を図るべく多段ロケ

ットとも言える臨時交付金の交付を行ってき

ておりますが、本市においてもそれらを含め、

また、道の補助金を活用して、新たな事業の

展開を進め、まち全体の活性化や雇用環境の

確保の一助にと、積極的な取り組みをしてい

くようでありますが、そこで、２点について

お伺いをいたしたいと思います。 

１点目は、新規事業と継続事業の連携につ

いてでありますが、これからお伺いをさせて

いただく部分につきましては、先日複数の同

僚議員がお尋ねした点と、重複するところが

あろうかと存じますが、御理解を賜りたいと

思います。 

まず、新規事業の地場産品アンテナショッ

プ運営事業についてでありますが、全体の概

要につきましては、先日の同僚議員への御答

弁や早々とマスコミ報道がなされ、そこに記

された内容等であらまし承知をさせていただ

いたところでありますが、加えて若干お伺い

をいたしたいと思います。このショップにつ

いては、通年営業とのことでありますから、

品揃えを始め、冬期間や野菜など季節性の高

い商品の端境期等の対策はどのように補完し

ていくお考えなのか。 

また、大切なのは、ショップの経営として

成り立たせていくためには、運営に係るノウ

ハウをどのように維持し、さらに向上させて

いくことができるかにかかっていくと思われ

ますが、どのようなお考えをお持ちでしょう

か。 

さて、この事業も３年間と伺っております

が、農業を起点としてさまざまな仕掛けを行

い、消費者ニーズの把握や農産品や特産品の

栽培技術、製造技術、加工技術等の確立や、

品質の向上、あるいは商品企画、開発と課題

山積ではありますが、従来から市長は折に触

れておっしゃっておられますピンチをチャン

スに変えていく。そういう意味では、まさに

この事業は体を張って実践していく意気込み

を含め、極めて重要な意味合いを持つ事業と

思うところであります。これらの事業が先に

示された食の駅基本構想案の段階からさらに

実現するところにつなげていくお考えに行き

着くのか、その点も含めお伺いをいたしたい

と思います。 

もう一つの新規事業の地域の魅力まるごと

ブランド化推進事業についてでありますが、

交流をキーワードに、ということのようであ

りますが、この事業内容はどのようなもので、

またブランド化については何をどう図ってい

くのか、具体的なお考えがあればお示しくだ

さい。２年間の事業期間の中でどのような地

域資源を掘り起こし、ターゲットを絞り、そ

してどうスポットを当てようとしておられる

のかについてもお伺いをいたします。 

以上の新規事業をしっかりと定着をさせて

いくためには、かかわる方々の不断の努力は

もちろんでありますが、これらと関連する継

続事業との有機的な連携をどう持たせていく
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のかも、大きな鍵となるのは明らかであると

思います。よって、申し上げた新規事業と継

続中の地域ＩＣＴ利活用モデル事業、そして

食にこだわったまちづくり推進事業でありま

す。ことに本年度が補助最終年度である地域

ＩＣＴ利活用モデル事業は、これらの総体を

結びつける仕上げの部分に当たり、ポータル

サイトＰＩＰＡも内外に発信、振りこむツー

ルとして極めてそのコンテンツが重要と考え

ますが、その連携や役割のあり方についてお

伺いをいたします。 

次に、農業分野の連携についてであります

が、特にアンテナショップ事業とのかかわり

で、農業分野の果たす役割は大きいと思いま

すが、そうであればあるほど農業分野でのす

そ野の拡大と連携が密でなければならないと

考えるところであります。生産者、生産グル

ープ、農協等との連携は欠かせないものであ

り、商品アイテムのバリエーションを広げて

いくためにも、加工分野にもそのすそ野を広

げていかなければならないものと思いますが、

それらの協力体制の構築はどのようにされる

のでしょうか。 

次に、大綱３点目の財源確保対策でありま

すが、地方経済状況の悪化など、さまざまな

要因により、財源の確保に頭を悩ませている

のが現状であり、その結果市民負担の増や、

サービスの低下が余儀なくされているわけで

あり、このことについては、本市に限らず各

自治体とも財源の確保にあらゆる知恵を絞り、

取り組んでいるところと思います。そうした

中、先に制度の改正により、ふるさとにかか

わりのある人、あるいはその地に関心のある

人などが寄附という形での、いわゆるふるさ

と納税制度が誕生してから一定の期間が経過

したところでありますが、本市に対するふる

さと納税の状況の内容についてと、寄附して

いただいた方々に対しての対応はどうされて

いるのか。また引き続いて関心を寄せていた

だくためにも、特典等を含め今後の対応はど

のようにされるおつもりか、お伺いをいたし

ます。 

次に、各種広告の掲載についてであります

が、このことについても有効活用を含め、財

源確保に向け、広報誌や市の公式ホームペー

ジ、あるいは市民バス等広告の掲載を募り、

対応されてきているところでありますが、そ

れらの収入状況はどのようになっているので

しょうか。 

また、市が発送している郵便物等について

大まかで結構ですので、その種類別発送件数

はどのぐらいあるのでしょうか。もし可能で

あれば、こうした郵便物の空きスペースに広

告の掲載や、また、コスモス通などを含む公

共施設等にも広告掲示スペースを設けるなど、

民間経営感覚に倣い、わずかであっても自主

財源確保に向け積極的な取り組みの展開をと

考えますが、いかがでしょうか。 

大綱の４点目は、公共工事等の入札に関す

る評価等についてでありますが、公共工事そ

のものが年々減少しており、本市においても

その傾向は顕著であり、また、南空知圏にお

いては、従前スタイルの指名入札等や自治体

内限定一般競争入札が主体ということで、本

市の関連事業者が外部に向け参入することは

極めて困難な状況にあると聞き及んでおりま

す。本市はと言いますと、市外業者の参加機

会の拡大による入札の公平性と競争性を保つ
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ためとして、地域限定型の一般競争入札を実

施しているとのことでありますが、ますます

市内事業者の受注機会が少なくなる可能性が

出ているとの声もあるようです。一方、全国

的な動き等を見てみますと、こうした入札価

格以外の項目も評価の中に加え、落札者を決

定していく総合評価方式の入札を導入してい

るところも徐々に増えてきているとのことで

ありますが、本市として導入に向けた考えを

お持ちかどうか、お伺いをいたします。 

もし、導入を検討するお考えがあるとする

ならば、例えば、過日地域防災計画が明らか

になったところでありますが、こうした防災

活動に対し積極的に参加、あるいはまた、環

境保全推進活動への参加、そして地域や社内

従業員の子育てに関する支援、あるいは雇用

や労働環境の整備など、社会的にも、そして

まちづくりに貢献、寄与している事業者を総

合評価方式の入札に参加させる仕組みを考え

ることで、市内事業者の参入機会の増につな

がるのではないかと考えますが、その点もお

伺いをいたしまして、この場からの質問を終

わります。 

●議長内馬場克康君 市長。 

●市長桜井道夫君（登壇） 土井議員の質問

に順次お答えします。 

初めに、住みよいまちづくりについて、市

民参加のまちづくりについてでありますが、

地域福祉計画の第１期計画の成果と課題につ

きましては、昨年実施したアンケート調査の

結果を見ますと、ともに支えあう心が市民に

浸透しつつあるものの、実際に行動するため

のきっかけづくりなどが課題であると考えて

おります。 

第２期計画では、まちづくりの各分野に共

通するものとして、情報の共有、人材の育成

を重点としたところでありますが、第１期計

画から引き続き市民で構成する支え合い推進

員による支え合い懇談会を開催し、地域の課

題の掘り起こしとその解決方法について話し

合いを行うことを通じ、地域力の向上を図っ

てまいりたいと考えております。地域福祉計

画の市民の皆さんへの浸透については、地域

の住民と、市民支え合い推進委員会が連携し、

地域の課題解決に向けた協議を継続して行い

ながら、地域福祉に対する理解を広げていく

と共に、社会福祉協議会の地域福祉実践計画

推進会議や市職員による地域応援チームとの

連携を深め、コミュニティーの活性化につな

げてまいりたいと考えております。 

市民の皆さんのまちづくりへの参加につき

ましては、昨年から美しきまちづくりサポー

ター制度を開始し、市からお願いしたい分野

の業務について、あらかじめ登録していただ

き、具体的な業務の実施を市とともに行って

いただいております。今後参加していただく

分野を広げるとともに、この制度の周知徹底

に努め、意欲ある市民の皆さんに多数参加し

ていただけるよう積極的に取り組んでまいり

ます。 

地域応援チームにつきましては、一昨年モ

デル地区を設定し、活動状況の検証を行なっ

た上で、昨年全地区に導入したところであり

ます。すでに防犯活動などの自主的な取り組

みが始まっている地域もありますので、今後

ともこの制度を有効に活用していただき、地

域の課題解決に向けて、地域の皆さんと市の

職員がともに力を合わせていくことが出来る
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よう、さらに努めてまいります。 

まちづくり基本条例においては、まちづく

りへの参加を市民の皆さんの権利として保障

しております。そのため、計画などの立案か

ら実施し、評価の各段階において参加してい

ただけるよう、審議会や検討委員会等での委

員公募、パブリックコメント手続の条例化、

美しきまちづくりサポーター制度の創設、ま

ちづくり評価への参加など、さまざまな面で

参加と協働が進むよう取り組んでいるところ

であります。今後さらに多くの市民の皆さん

にまちづくりに参加していただけるよう、制

度の周知や情報提供に一層努めてまいります。

予算編成での参加等につきましては、今後の

検討課題として受けとめているところであり

ます。 

次に、子どもたちへのまちづくりへの参加

についてでありますが、私は、未来のまちづ

くりを担う若い世代が自分のまちに関心を持

ち、議論や実践活動を通じてふるさとへの愛

着を高めることが、非常に重要であると考え

ております。 

このたび小学生、中学生、高校生を対象に

青少年子ども議会を作ることとしたところで

ありますが、これは美唄のまちをよく知って

もらい、子どもたち同士での議論を行い、自

分たちでできることは実際に取り組んでもら

うことにより、身近なまちづくりへの参加と

未来のまちづくりへの視点を養ってもらうこ

とを目的として実施するものであります。御

提案のありました議場を使うことにつきまし

ては、子どもたちの貴重な体験にもなります

ので、議会の皆様の御理解をいただき、ぜひ

実施していきたいと考えております。 

また、募集対象には中３、高３を含めてお

りませんが、希望があれば参加していただき

たいと考えております。募集人員につきまし

ては、１６名程度としておりますが、応募状

況を見て柔軟に対応してまいりたいと考えて

おります。 

子ども１日市長につきましては、今年で５

年目を迎えますが、今後も子どもたちのまち

づくりや、市の仕事への関心を高めてもらう

よう継続してまいりたいと考えております。 

異世代との交流につきましては、子どもた

ちの人格形成やコミュニケーション能力を高

めるために必要なことであると考えておりま

すので、青少年子ども議会の活動の中でも予

定しておりますが、このような場が多く確保

できるよう、さまざまな団体などとも連携し

てまいりたいと考えております。 

いずれにいたしましても、子ども１日市長

や青少年子ども議会などを通じて、次代を担

う子どもたちと一緒に未来に夢や希望の持て

るふるさとづくりを進めてまいりたいと考え

ております。 

次に、まちの住みよさについてであります

が、昨年日本経済新聞社が行った行政サービ

ス調査では、本市の順位は全国７４３市区中

行政サービス順位については７１８位、行政

改革度については４４５位となっております。

新聞社や雑誌社によるこのような都市の順位

づけは、読者にとって一目でまちのデータが

分かり、利便性が高い反面、広範な行政活動

や、経済活動の一部をとらえて評価している

面もあり、大都市が上位を占め、中小都市の

よさが生かされていないといったことがある

のではないかと感じております。 
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本市では快適なまちづくりに向け、これま

で福祉・環境・交流・経済振興を柱として都

市基盤整備や交流文化活動、農業を軸とした

産業振興などとともに市民の皆さんと協働の

まちづくりを進めてきたところであります。

本市は、少子高齢化の進展や厳しい経済財政

状況でありますが、今後とも市民の皆さんが

個性と能力を発揮でき、住んでいてよかった

と実感できる活力と魅力あるまちづくりを進

めて参りたいと考えております。 

次に、地域活性化対策について、アンテナ

ショップについてでありますが、販売する商

品については、農産物を始め、その加工品、

やきとりやとりめし、米粉のお菓子、工芸品

など本市の特産品を幅広く取りそろえること

としております。特に農産物が不足する冬期

間や端境期には、例えばジャムや漬物などの

農産加工品を始め、本市で生産されているウ

レタン製品やぬいぐるみ等も積極的に販売す

るとともに、ハスカップを利用した加工品の

開発の支援をするなど、新たな販売品目の確

保にも努めてまいりたいと考えております。 

アンテナショップの運営につきましては、

農産物や特産品の安定的な供給などを目的と

した運営会議を設置したところであり、この

会議において販売戦略の検討を行うと共に、

営業６年目を迎えたぴぱま～とのノウハウも

生かしながら、効果的な運営に努めていくこ

ととしております。 

食の駅については、この事業などの成果を

踏まえ、立地場所、整備、管理運営のあり方

などについて、基本計画を策定する中で検討

してまいりたいと考えております。 

地域の魅力まるごとブランド化推進事業に

ついてでありますが、本事業は北海道の地域

再生チャレンジ交付金を活用し、本年度と２

２年度の２カ年で実施する事業であります。 

本年度は学識経験者を始め、市内関係団体

などと連携、共同し、地域資源である観光施

設や農業体験、食などを組み合わせたモニタ

ーツアーを実施し、ツアーの評価を通じて資

源の有効活用や、資源の組み合わせによる観

光企画商品のメニュー化を図ることとしてお

ります。 

平成２２年度は地域資源のブランド化認証

基準を制定し、美唄産の米やアスパラ、ハス

カップなどの特産品に加え、炭鉱遺産、イベ

ント、景観なども含め、一定の品質や評価が

得られるものなどについて、地域ブランドと

して認証したいと考えております。 

また、メニュー化された観光企画商品を道

内外の旅行エージェントに売り込む活動を展

開し、本市への入り込み客の促進を図り、地

域経済の活性化につながるよう取り組んでま

いりたいと考えております。 

次に、これらの事業や食にこだわったまち

づくり推進事業と地域ＩＣＴモデル構築事業

との連携についてでありますが、地域ＩＣＴ

事業を開発したシステムを活用して、アンテ

ナショップの販売管理などを支援するほか、

生産者情報、販売品目、売れ筋情報の提供、

まるごとブランド化事業で生まれた観光企画

商品の募集、受付、ブランド認証された特産

品のＰＲや食のフリーマーケットの開催情報

の提供など、美唄のさまざまな魅力を発信し、

利用者の増加につなげ、サイトの活性化を図

るなど、各事業が連携を図り、相乗効果が最

大限に発揮されるよう取り組んでまいりたい
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と考えております。 

次に、農業分野の連携強化についてであり

ますが、アンテナショップの中心となる販売

品目は農産物であることから、農協や農産物

の直売を行っている農業者や生産者グループ

に対し、出品可能な農産物等について事前調

査を行ったところ、農協を初め生産者からは

出店したい旨の回答をいただいており、店頭

には野菜や加工品などが一定量並ぶものと考

えているところであります。今週末には出店

者への説明会を開催し、参加者や品目、出品

する時期を確認した上でオープンに向けての

準備を進めていくこととしております。アン

テナショップを円滑に運営していくためには、

出店者が相互に連携協力することが大切であ

ることから、今後市としては出店者の皆さん

と定期的に協議を行いながら、お客様に喜ん

でいただける農産物等の品揃えや、供給量の

確保等に努めてまいりたいと考えております。 

次に、財源確保対策について、ふるさと納

税についてでありますが、平成２０年度は件

数で２４件、金額にして１６４万円の寄附を

いただいているとこでございます。 

目的別では、広くまちづくりを応援する寄

付８件、３８万５，０００円、福祉事業に対

する寄付４件、３５万円、青少年育成事業に

対する寄付４件、５１万円、アルテピアッツ

ァ美唄整備事業に対する寄付２件、１万５，

０００円、農業振興事業に対する寄付２件、

８万円、その他の事業に対する寄付４件、３

０万円となっております。寄附者への対応に

ついては、礼状等を送付するほか、寄附金の

受け入れ状況や使途について報告することと

しております。 

また寄附者への特典につきましては、寄附

者の善意を尊重する観点から実施しておりま

せんが、他自治体の取り組み状況なども参考

に、引き続き検討してまいります。 

今後も市のホームページや美唄ファンポー

タルサイトＰＩＰＡの他、東京美唄会や札幌

美唄会など美唄ゆかりの方々などを通じたＰ

Ｒや、市民の皆さんから市外にいる美唄出身

者の方へＰＲしていただくよう広報誌で呼び

かけるなど、制度の周知に努めてまいりたい

と考えております。 

次に、各種広告掲載についてでありますが、

平成２０年度の広告料収入については、広報

誌への掲載で７９万円、市ホームページのバ

ナー広告で４１万円、美唄ファンポータルサ

イトＰＩＰＡにおけるバナー広告で１２万円、

市民バスで１４万８，７７０円、合計で１４

６万８，７７０円となっております。 

また、昨年度市が封筒で発送した郵便物の

件数は、総務課が把握しているもので定形郵

便が約１８万件、定形外郵便物が約９，００

０件となっております。御提案いただいた封

筒への広告掲載、公共施設の広告スペースの

設置については、広告媒体としての有効性、

費用対効果、需要などについて他市でのさま

ざまな取り組みを踏まえ、研究をしてまいり

たいと考えております。 

次に、公共工事等の入札について、総合評

価落札方式についてでありますが、この方式

は従来の価格のみによる自動落札方式とは異

なり、価格と民間企業が提示した工期の短縮

や安全対策、環境、省資源対策などの技術力

を価格以外の要素として総合的に評価し、価

格と技術力の両面で最も優れた企業を落札者
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として決定するものです。この方式の特徴と

して、発注者側にとっては高い技術力を有す

る企業が施工する為、工事の品質確保や総合

的なコスト縮減効果が図られると共に、価格

以外の要素を評価し、落札者を決定すること

から、談合防止のメリットがあること、一方、

受注者側にとっては、これまで蓄積、開発し

た技術能力を提供することにより、社会的信

用が高まるなどのメリットがあることなどか

ら、他府県や政令指定都市などで、比較的大

規模で高度な技術を必要とする工事を対象と

し、導入が進められているところであります。 

本市におきましては、価格以外の要素を評

価し、落札者を決定する工事が少ないことな

どから、総合評価落札方式は導入しておりま

せんが、北海道におきましては、簡易型総合

評価試行のガイドラインを作成し、導入を進

めていることから、道の実施状況や他市の導

入状況などを参考としながら、この方式の導

入の可能性について検討してまいりたいと考

えております。 

また、民間企業が取り組んでいる環境配慮

など地域貢献活動については、業者登録時の

格付決定の新たな要件として、今後入札契約

制度検討委員会の中で検討してまいりたいと

考えております。 

●議長内馬場克康君 １１番、土井敏興議員。 

●１１番土井敏興議員 それぞれ御答弁をい

ただいたところでありますけれども、何点か

重ねてお伺いをさせていただきたいと思いま

す。 

まず、市民参加のまちづくりについてであ

りますけれども、昨年の市民アンケート調査

からも半数以上の人が、まちづくりへの参加

がされていない結果が出ているわけでありま

す。 

また、まちの声として、行政サイドをはじ

めとして、地域を支援・応援する主体となる

組織が地域応援チーム、市民支え合い推進委

員会、そして、社会福祉協議会と数多くある

ことから、地域や個人にとっては非常にその

辺の判別がしにくくなっていると、そういう

ことが嫌いとしてあるのではないかと思いま

す。 

よって、どこが最終的に主導的な役割を果

たすのかをやっぱり明らかにして、市民に知

らせることが必要であり、また地域応援チー

ムについても担当する地域の実情や実態をし

っかり把握するためにも、折に触れて小まめ

に足を運ぶことが大事ではないかというふう

に思うわけであります。 

そして、またそのサポーター制度について

も、更に市役所内の庁内の整理をしていただ

いて、さまざまなノウハウを持っている市民

の皆さんに登録をしていただけるような、そ

ういったその分野の拡大を図っていく、そし

てまた、あらゆる媒体を利用して、市民の皆

さんに周知をしていく努力が必要と思います

けれども、その辺のお考えがあればお伺いを

したいと思います。 

次に、子どもたちのまちづくりへの参加に

ついてでありますけれども、現在子供達が置

かれている環境を見る時に、地域の人々と触

れ合う機会が非常に少なくなってきておりま

して、このままで行くと地域と子どもたちの

関係がますます希薄になっていくのではない

かということが危惧されるわけでありまして、

よって、今回実施をされようとする青少年子
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ども議会を１つのきっかけにして、できる限

り異世代との体験の場を多く設け、そして地

域との触れ合い、そしてつながりの持てる活

動に育てていくことがぜひ必要ではないかと

いうふうに思いますけれども、お考えがあれ

ばお伺いをしたいと思います。 

それから、居住環境対策についてでありま

すけれども、住みやすさという点については、

町内会単位では一定の満足感が数字からは出

ているようでありますけれども、市民アンケ

ートにおける美唄市という単位で見ますと、

年々住みづらくなっているという回答が増加

をしている傾向にあるようであります。こう

した結果をあらゆる角度から検証して、快適

な居住環境の整備に努め、住みやすいという

方向にどう向けて行くか、お考えがあればこ

の点についてもお伺いをしたいというふうに

思います。 

次に、地域活性化対策における新規事業と

継続事業についてでありますけれども、アン

テナショップについては、道内各地の直売所

の成功例を見てみますと、生産者自らが販売

に携わり、しかも商品の説明を行うというこ

とで、よりきめ細かい接客対応ができ、その

結果、消費者ニーズの獲得につながって、来

訪客の増加や、そして売り上げ増につながっ

ているというような結果が出てるようであり

ます。 

よって、出品者が販売にも携わる仕組みの

確立、そして消費者の動向を的確に把握する

ためにも、運営会議の中にぜひ私は消費者も

入れるべきというふうに考えておりますけれ

ども、いかがでしょうか。 

また、行政として加工品の開発支援を進め

るとの御答弁もありましたけれども、具体的

にはどのような形での支援をお考えになって

いるのか、この点についてもお伺いをしたい

と思います。 

農業分野の連携についてでありますけれど

も、ショップなどでの品揃えの豊富さという

ものが、販売の増減を左右する大きな要素に

あるわけですけれども、相対的に本市が目指

している農業の形態はといいますと、担い手

や後継者の減少が今後も見込まれることから、

生産基盤の整備に今積極的に取り組んでいる

ところであり、そして、そうした中でほ場の

大区画化を図って、若手農業者に集約を図る

べく、いわゆる土地利用型農業に移行してい

るんではないかというふうに思いますけれど

も、しかしながら、こういったショップに求

められている部分については、少量多品目の

代表格である野菜の生産等が中心になろうか

と思いますけれども、そうしていく事で、そ

ういった部分があながち敬遠される傾向にな

ることも予測をされないかという心配がある

わけであります。ですから、ことにこの野菜

の生産ということにしっかり結びつけていく、

そして加工という分野のすそ野を広げていく

努力も、ここでやはり求められていくのでは

ないかと思いますけれども、その辺について

のお考えと、それから、また、これを結びつ

けていくためには、行政、農協、そして生産

者が、それぞれ情報の共有を始めとして、ど

ういった相互理解、そして信頼のもとに連携

を深めていくのか。そういったかかわりの中

で１つのコーディネートといいますか、まと

め役として、市としてそういった方々に達成

感を持たせるために、どのような手だてを講
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じようとされているのか、この点についても

お伺いをしたいと思います。 

次に、ふるさと納税についてでありますけ

れども、先ほどの御答弁では、特産品の特典

等についてはお考えにはないようであります

けれども、しかし、美唄をやはり応援、支援

をしてくださっている方々を大切にして、今

後とも引き続き応援をしていただけるような

取り組みは、ぜひ私は必要だというふうに思

います。隣の三笠市においては、心の市民証

というカードに類するものを交付をして、ま

ちを訪問してくれた方々に対しては各種割引

が受けられたり、また、池田町においては町

民還元ワインの購入ができる権利を付与した

りしているということであります。 

よって、市民協力を得ながらアンテナショ

ップへのお立ち寄り作戦だとか、あるいは観

光交流を促進する事業を展開し、多くの皆さ

んにふるさとを訪れていただくなど、ひいて

はそういうことを中心にしながら、地域振興

につなげていくような取り組みをすべきとい

うふうに考えますけれども、その辺のお考え

もあればお伺いをしたいと思います。 

以上のことにつきまして、お考えがあれば

お伺いをしたいと思います。 

●議長内馬場克康君 市長。 

●市長桜井道夫君 土井議員の質問にお答え

します。 

初めに、市民参加のまちづくりについてで

ありますが、地域の活力づくりに向けては、

さまざまな主体がまちづくりに関わるよう促

していくことが重要であり、現在活動してい

る市民支え合い推進委員会や社会福祉協議会、

地域応援チームがそれぞれの役割を果たしな

がら、情報交換と連携を図っていくことが重

要であると考えております。このため、市と

してはまちづくりに関わるさまざま団体を含

め、地域づくりの総合的なコーディネーター

役を果たすことにより、地域の課題解決のた

めの活動が継続的に行われ、協働のまちづく

りが一層広がるよう、今後とも努力してまい

りたいと考えております。 

地域応援チームや美しきまちづくりサポー

ター制度については、今後とも制度の周知に

努めると共に、市職員と市民の皆さんが連携

して取り組む活動が、より一層広がるよう積

極的に取り進めてまいりたいと考えておりま

す。 

次に、青少年子ども議会についてでありま

すが、現在この参加者を募集中でありますが、

具体的なプログラムとしては、子どもたちに

まちの様子を知ってもらう為の市内の見学会

や、身近に感じていることを私と一緒に話し

合ってもらうことなどの他、小さな子どもた

ちや高齢者との交流体験なども予定しており

ます。青少年子ども議会の中では、自ら考え、

自ら行動することを通じて、地域社会のつな

がりの重要性を学び、自らまちづくりを実践

することの大切さを身につけてもらいたいと

考えております。 

次に、住みよいまちづくりについてであり

ますが、生活様式や価値観の多様化などによ

り、市民の皆さんが住みよいまちであると感

じていただく要素はさまざまなものがあり、

また個人によっても違いがあると受けとめて

おります。市といたしましては、そのような

中にあっても市民の皆さん一人ひとりが美唄

のまちに住むことに喜びを感じていただける
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よう、これまで努力してきたところでありま

す。 

今後も市民の皆さんの満足度の向上につな

がるよう、成果の見える事務事業や施策の立

案、実施に努める共に、安全・安心な暮らし

と活力ある産業の実現を目指して、市民の皆

さんと手をたずさえて山積する課題を一つひ

とつ解決し、まちの魅力づくりをさらに進め

てまいりたいと考えております。 

次に、アンテナショップについてでありま

すが、多くの人が訪れ、魅力あるアンテナシ

ョップにしていくためには、基本的な商品知

識や質の高いサービスに加え、出店者の商品

のこだわりを丁寧に伝えていくことが何より

も大切なことと考えております。このため、

出店者に販売の協力をお願いすると共に、消

費者ニーズを出店者に伝えるなど、魅力ある

ショップ作りに向け、運営会議において検討

してまいりたいと考えております。 

ハスカップなどの加工品の開発に対する支

援についてでありますが、本年度、農産物高

付加価値化推進事業の中で、加工品開発用と

してハスカップなどの原料サンプルを市内事

業所等に提供し、新たな商品化に向けて、市

内事業者及び関係団体と取り組んでまいりた

いと考えております。 

次に、アンテナショップで販売する野菜等

についてでありますが、アンテナショップが

開催することにより、より多くの農業者がハ

ウス物や季節野菜の生産販売に取り組むこと

が可能となるものと考えておりますことから、

市としましては、農業者、農協などと連携し、

アンテナショップで扱う農産物の確保、充実

に努めるほか、７月に開催する食のフリーマ

ーケットなどを通じて、農業者の農産物直売

に関する理解と意識の高揚を図り、野菜生産

農家のすそ野を広げてまいりたいと考えてお

ります。 

次に、ふるさと納税についてでありますが、

応援してくださる方々を末永く大切にしてい

くことが重要なことだと考えております。 

今後、応援してくださる方との交流を継続

し、拡大していくための取り組みとしまして、

市民の皆さんにアイデアを出していただきな

がら、そのあり方について具体的に検討して

まいりたいと考えております。 

●議長内馬場克康君 １１番、土井敏興議員。 

●１１番土井敏興議員 １点だけ改めてまた

お伺いしたいと思いますけれども、地域活性

化に係る部分の中の新規事業と継続事業の点

についてでありますけれども、この点につい

て私の心配し過ぎであればいいんですけれど

も、この種の、いわゆる持ち出しのない事業、

あるいは、持ち出しが少ない事業というのは、

得てして民間でもそうであると言いますけれ

ども、責任の所在、あるいは細部の詰めが甘

いことになるケースというのが、意外と私は

多く見られるというふうに思うわけですけれ

ども、ことに、ある意味美唄として勝負を掛

けるという意味での食を柱に据えて、そして

食にこだわった美唄を売り込む、それを地域

活性化につなげていくという大きなテーマが

あるとするならば、やはりここは多種多様な

消費者のニーズというものを、いち早く的確

に把握するのが常套手段ではないかというふ

うに思うわけであります。 

先ほどのご答弁をさらに１歩進め、今申し

上げました買う側の意向というものをしっか
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りと把握し、反映をしていくためにも、消費

者側の人を運営会議に加えていくべきという

ふうに思いますけれども、今一度市長のお考

えをお伺いをしたいと思います。 

●議長内馬場克康君 市長。 

●市長桜井道夫君 土井議員の質問にお答え

いたします。 

アンテナショップについてでありますが、

消費者ニーズを把握することは重要なことと

考えておりますことから、ショップ利用者の

アンケート調査を行い、広く意見を聞くほか、

運営会議においてアンテナショップ利用者モ

ニターや御意見ポストの設置など、消費者ニ

ーズを把握する仕組みを検討してまいりたい

と考えております。 

●議長内馬場克康君 次に移ります。 

 ８番、米田良克議員。 

●８番米田良克議員（登壇） ２００９年第

２回定例会にあたり、教育問題４点について

教育長に質問をいたします。 

その１点目は、教育予算についてでありま

す。まずその教育予算のおかれた状況につい

てでありますが、昨年１２月の第４回定例会

で教育予算について質問をさせていただきま

した。北教組の作成した調査データを使って

質問をしましたが、そのデータの評価を含め

明快な答弁をいただくことができなかったわ

けです。 

本年度の一般会計では、教育費は一般会計

全体の２．８％となっております。７年前の

０２年まで遡りますと、当時は５％ありまし

た。その後、毎年３．９、３．４、３．６、

３．５、ちょっとでこぼこありますが、３．

０、３．１となって、今年の２．８％という

ふうになります。このように、教育費の率が

大きく低下した要因をどのようにお考えにな

るか、お尋ねをいたします。 

ただ、本年度は予算説明でもありましたが、

特殊要素があると言うことですね。国営事業

の繰上償還１３億７，０００万余、それから、

公的資金の借換債３，５００万、合わせて１

４億余があります。これを、本来の例年の予

算のあり方から計算し直すと、教育費は３．

０というふうになります。 

また、０２年の教育費を１００として計算

をしてみますと、７５、６０、６０．５、６

３．２、６６、５１．３、５０．７というふ

うに下がって来ます。金額で言えば９億余あ

ったのが、４億余というふうに５億円の減と

いうことになっています。０２年、０３年の

間の落ちが率的に言っても５．０から３．９

に落ちるというふうに落ち方が非常に大きい

んで、ちょっと当たってみたんですが、０２

年の小中学校のパソコンの更新と峰延小学校

の暖房改修、これが１億余の支出があるんで

すね。仮にこれを除くとすれば、８億が４億

にというふうに。それでも半分の４億円の減

ということになります。これらどう見ても、

非常に教育費の減少が多く過ぎるというふう

に考えるわけですけれども、この辺の考え方

をお尋ねをしたいということです。 

それから、２番目は他市との比較の問題で

す。これも１２月に北教組の、先程言いまし

たようにデータを使ってお尋ねをしたわけで

すが、他との比較はなかなか実際上難しいと

いうお話で、調査をさらにしたいと言うお話

だったわけです。今回３つほど数字を挙げて

みますが、学校建築費を除く教育費の割合と
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いうので、全道の市町村、下の方から１０番

目のデータがあるわけですけれども、美唄は

下から５番目ということです。比率は３％で、

これはどんなところが挙がっているかという

と、１番が奈井江で八雲、歌志内、島牧、、そ

して美唄ということになりますね。これは市

だけで比較をしますと、下の方からでいうと、

歌志内の次の２番目ということになります。

あと近いところでは、美唄の次が小樽、赤平、

滝川と。滝川では３．６％ですね、という数

字が出ています。 

それから、人口１人当たりの教育費の金額

というものを比較したデータがあります。こ

れも下から１０番目までのところで言うと、

美唄は５番目と言うことで金額は１万７，６

１５円という数字が出ています。これは、一

番よくないのが小樽で、その次札幌、滝川、

江別ときて、美唄となります。一番低い小樽

で１万３，５９７円というデータが出ていま

す。これは市だけで比較をしてみますと、小

樽、札幌、滝川、江別に次いで美唄が下から

５番目ということになります。上の方にどん

なまちがあるかというのも見たんですが、名

寄、深川というふうに空知が出てきますね。

そして、網走、稚内、岩見沢と、岩見沢が上

から５番目にいます。金額は３万８，２３０

円というふうになります。それから、児童生

徒１人当たりの教育費の金額と言うもので見

ますと、これも下から１０位までの市町村で

見ますと、美唄は８番目ということで、金額

は９，６９５円となります。これは、江別、

当麻、苫小牧、八雲、北広島、帯広、滝川、

美唄というふうにきます。これを市だけで見

ますと、一番低いのが江別で、江別、苫小牧、

北広島、帯広、滝川、美唄というふうにきま

す。滝川と美唄が大体同じように出てくると

いうことでありますけれども、今盛んに財政

再建で大変だという報道のある夕張市ですね。

これがどの辺にあるかということで見ますと、

今の児童生徒１人当たりの教育費の金額でい

うと、全道の市の中で一番高いのが深川、２

番目が網走、３番目が夕張ということで出て

きます。美唄は９，６９５ですけども、夕張

は児童生徒１人当たり２万４，８００円で予

算化されていると。こういう数字が出てきま

す。というふうに、他との比較を見るという

ことは、客観的なデータとして使われるもの

に、別に基準財政需要額の充足率もあるんで

すけども、これも本来は見方は１つだという

ふうに思うんですが、なかなかこれもお尋ね

しても、これだというものが出てきづらいと

いうこともあります。 

それで、昨年１２月の議論の中で、教育委

員会としても他市の調査を行って、美唄市の

置かれている予算状況を他市との比較の中で

見極めたい、というお話がありました。その

後、その調査を行ったのか、行なったとすれ

ば、その結果をお聞きしたいと思いますので、

それら合わせてお尋ねをしたいと言うことで

す。 

２つ目として、学校統合についてお尋ねを

いたします。 

まず、その１つ目は東栄小学校の問題です。

私も新聞記事を見て、初めてこの話を知った

わけですけども、学校統合は昨年の春、西美

唄、茶志内と２つの中学校が美唄中学校に統

合になりました。今年の春は光珠内中央小学

校が、峰延小学校に統合になるという事で、
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こう立て続けて３校が統合の対象になるとい

うことですね。それがまた、東栄小学校の名

前が出たんで、ちょっと驚いたという感じを

持ったわけです。ここへ至る経過と、教育委

員会の考え方について、お尋ねをいたします。

また地域の方々の意向というのが、どんなふ

うになっているか、併せてお聞きをいたしま

す。 

それから、２つ目として、学校の配置計画

の今後についてお聞きをしたいんですが、こ

の東栄小学校の名前が上がってきたというこ

とからして、今後、さらに学校数が減るとい

う、そういう計画があるのかどうか、その辺

の考え方をお聞きをしたいというふうに思い

ます。 

大綱の３点目は、グリーン・ルネサンス事

業についてお訪ねをします。 

まず１つ目として、メロディー５月号での

主な事業での説明と、教育行政執行方針の中

で述べられた説明との整合性についてお尋ね

をしますが、３月議会で行われました教育長

の教育行政執行方針では、総合の学習につい

て述べられたくだりで、地域の教育資源を有

効に活用するなど、実社会や実生活とのかか

わりを大切にした教育活動の推進を目指し、

本市の基幹産業である農業や宮島沼の自然を

生かした体験学習を始め、地域福祉、環境強

化、福祉教育、環境教育、キャリア教育にも

取り組んでいくと、こう述べられております。 

一方、メロディーの主な事業の説明の中で

は、小学校への農業科の導入に向けて調査研

究を進めたい。で、予算１００万という形で

載っているんです。この今申し上げた教育行

政執行方針から、農業科の導入へと一気に進

む感じを受けまして、これを受けて各学校が

なるほどそうだなというふうに考えてるのは

難しいのではないかなという感じを受けまし

た。検討委員会のことも載っておりましたか

ら、検討委員会での議論を経るにしても、具

体的に子どもたちと共に農業に取り組むこと

になる、その教師たちの意見ですね。これを

どの程度尊重する考え方なのか。農業科導入

ありきの議論というのでは検討委員会を設け

られても多分にアリバイ的になるのではない

かと、この辺の考え方をお尋ねをしたいとい

うことです。 

それから２つ目として、メロディーの事業

説明における事業費１００万円と、第１回定

例議会の予算審査特別委員会での答弁の関わ

りについてお尋ねをいたします。３月の予算

審査特別委員会での議論経過を踏まえますと、

青少年基金による事業費は考えられないなと

いうふうに私は判断をいたしました。 

ところが、５月のメロディーの予算説明の

中では、グリーン・ルネサンス事業について

１００万円の事業費として、市民にお知らせ

をしている訳で、これはちょっといかがなも

のかなという感じを受けました。予算の面か

ら、今後の進め方をどのようにされるおつも

りか、お尋ねをいたします。 

それから、３つ目として先ほどもちょっと

延べました小学校における農業科の導入とい

うものを、各小学校がどのように受けるかと

いうことについてお尋ねをしたいんですが、

度々申し上げますが、現在の学校が置かれて

いる多忙な勤務の状況、超過勤務が日常的に

行われているという状態の中で、新しい科目

としての組み立て、子どもが農業をしっかり
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と理解する為のカリキュラムを作らなければ

ならない。それから、３年生以上というふう

な考え方が示されておりますから、多くの児

童が動く学校としての日課の組み立て、それ

から、農業ということになりますと、外での

学習がどうしてもある訳で、天候に左右され

る農業学習というのを日課の中にどう見込む

かとか、それから、地域の協力者の協力を得

るという考え方が出されてますから、外部の

協力者との打ち合わせなどなど、これまでの

総合の学習の農業体験学習とはかなり違うも

のになるのではないかということですね。 

そこで教職員の理解をどう図っていくおつ

もりか、ということをお尋ねをしたいと思い

ます。 

大綱の４点目は、教職員の研修についてで

あります。 

その１つ目は、教職員研修のあり方につい

てお尋をねしますが、教育長の教育行政執行

方針の中でも、教職員研修の重要性は常に述

べられております。そして、その実施につい

て意を用いていくことが述べられております。

各学校における日常の研修がどのような状態

にあるか、把握されている範囲で、その実態

をお尋ねをしたいと思います。 

滝川には教育センターがありまして、教科、

生徒指導、その他多くの講座が設定されてい

ますし、江別には道の教育研究所の講座もあ

りますね。さらに管内で実施される市町村や

学校でのそれぞれのテーマによる研究会もあ

ります。これらの講座や研究会の参加がどの

ようになされているか、その実情をわかれば

お尋ねをしたい。そして、教職員個々の研修

への意向が尊重される状態にあるのか、そう

はなっていないのか、状況把握ができていれ

ば、そのことを含めてお尋ねをしたいという

ふうに思います。 

それから、２つ目は、長期休業中の研修に

ついてお尋ねをします。教職員には、教育公

務員特例法によって勤務場所を離れての研修

が認められております。夏休み、冬休み等の

長期休業中は、教職員の研修のためには大変

よい機会だというふうに考えますけれども、

ことについての考え方をお尋ねをいたします。 

以上この場での質問を終わります。 

●議長内馬場克康君 教育長。 

●教育長板東知文君(登壇)  米田議員の御

質問にお答えします。 

初めに教育予算の置かれた状況についてで

ありますが、平成１４年度から今年度までの

間、児童生徒数は２１．５％減少し、学校数

は３校減少するなど、教育を取り巻く環境の

変化が大きい要因であると考えております。

また、その年年において、必要とされる改修

事業等についても差異があるほか、平成２０

年度における国の第１次補正及び第２次補正

に教育関連施設設備等の整備を盛り込んだこ

とにより、結果として本年度の当初予算を減

額したことなどが教育予算の減少に繋がって

いるものと考えているところでございます。 

次に、他市との比較についてでありますが、

全道各市の教育予算の状況の比較については、

決算統計資料を活用し、分析に努めていると

ころでありますが、これまでの資料では同じ

条件で比較することが難しい状況にあること

から、さらに統一した経費を中心に各費目の

とらえ方を精査するなど、引き続き調査検討

してまいりたいと考えております。 
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次に、東栄小学校の経過についてでありま

すが、小学校の配置見直しにつきましては、

これまでも一定数の同年代の児童の中で育つ

教育環境が望ましいとの考え方から、複式校

のうち今後も児童数の増加が見込まれず、教

職員の配置など学校運営全体にさまざまな影

響が生じることが想定される時点で、ＰＴＡ

や地域の方々との話し合いを踏まえて、配置

見直しを進めてまいりました。東栄小学校に

ついても、平成２２年４月には完全複式化が

予想され、その後の児童数の増加も見込まれ

ないことから、ＰＴＡとの懇談会を開催し、

配置見直しについて意見交換を行ったところ

でございます。 

出席したＰＴＡの皆様からは区域外通学す

る児童が多いことが統廃合の背景にあるので

はないか。学校選択制を導入すれば、小規模

校の良さをアピールして、東栄小学校の児童

数を増やせるのでないか。などの意見が出さ

れたところであります。 

また、閉校になった場合、避難場所を確保

してほしい。スクールバスや通学路の歩道、

街灯の整備など、登下校の安全を確保してほ

しい。などの意見も出されたところでありま

す。 

教育委員会といたしましては、今後とも配

置見直しに向けて、保護者の皆さんとの話し

合いを進めると共に、地域の皆さんにも説明

してまいりたいと考えております。 

次に、配置計画の今後についてであります

が、今後とも児童生徒のよりよい教育環境の

整備を図る観点から、将来の児童生徒数の推

移を始め、通学距離の安全確保や小中学校の

通学区域の関連性、さらには、学校と地域の

結びつき等を踏まえ、保護者や地域の方々と

の話し合いを行い、学校の配置見直しについ

ての検討を進めてまいりたいと考えておりま

す。 

次に、メロディー５月号の主な事業での説

明と、教育行政執行方針との整合性について

でありますが、本年度の教育行政執行方針の

中で、本市の基幹産業である農業や宮島沼の

自然を生かした体験学習に取り組んでいくこ

ととしておりますが、その考え方を具体化す

る事業として、グリーンルネサンス推進事業

を位置づけているところであります。本年度

の取り組みでは現在小学校における農業科の

導入に向けた調査研究を進めているところで

あり、農業体験学習については、これまでど

おり総合的な学習の時間の中で実施する考え

方でございます。 

次に、５月メロディーにおける予算１００

万円に関してでありますが、グリーンルネサ

ンス推進事業につきましては、予算審査特別

委員会や青少年育成基金運営委員会における

議論経過を踏まえ、予算執行に当たるととも

に、国や道からの補助金などによる財源確保

に努めてまいりたいと考えております。 

次に、小学校における事業の受けとめ方に

ついてでありますが、これまで、校長会を中

心に食と農業をつないだ学びを進めるための

事業の全体像の説明、並びに必要な資料の配

布などにより教職員への周知を行っていると

ころであります。現在校長会と教育委員会と

の合同検討チームにより、これまでの各学校

での農業に関する体験学習の取り組みの成果

や、新しい学習指導要領における総合的な学

習の時間配分のあり方などを踏まえ、美唄ら
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しい農業体験学習の推進方策について検討を

進めているところでございます。これまでの

農業体験学習については、全国的な取り組み

において、一般的には総合的な学習時間の選

択肢の１つであること、畑や田んぼが必要で

あること、教師がこれまで農業教育を受けて

おらず、食教育も不十分であること、近隣に

協力を依頼できる農業者が必要であること、

体験が主で学びに発展させていない体験する

だけの実践があること、こういったことが課

題として指摘されているところでございます。 

今後は、これらの課題解決に向けた検討結

果を基本に、学校現場の実情を踏まえ、教職

員に詳しい説明を行い、共通理解に立って事

業を推進する環境づくりに努めてまいりたい

と考えております。 

次に、教職員研修のあり方についてであり

ますが、各学校においては教育目標の達成を

目指し、学校現場の課題解決に向けた教職員

の資質向上を図るため研究主題を設定し、研 

究部を中心に校内研修を推進しております。 

また、北海道立教育研究所や空知教育セン

ターでは、今日的な教育課題や教職員のニー

ズに対応した研修講座を開設し、美唄市の教

職員も受講しております。各講座には定員が

ある為、人気のある講座や受講申し込みが遅

くなると参加できないこともありますが、多

くの場合は希望する講座を受講しているとこ

ろでございます。 

次に、長期休業中の研修についてでありま

すが、教職員は教育公務員特例法により、絶

えず研修と修養に努めなければならないとさ

れ、校長の承認を得れば勤務場所を離れて研

修を行うことができることとされていること

から、長期休業中においても校長の承認によ

り、研修を行うことができるものと考えてい

るところであります。 

●議長内馬場克康君 ８番、米田良克議員。 

●８番米田良克議員 自席から再質問をさせ

ていただきます。 

教育予算についてでありますが、教育費減

少の要因として今答弁がありましたが、説明

された範囲での理解はいたします。しかし、

大幅に額、あるいは率とも落ちてきたという

ことについては、必ずしも理解ができる説明

ではなかったかというふうに思います。 

他市との比較では、明らかに美唄の数値が

悪い現実があります。調査が北教組によるも

のであるとしても、現実から目をそらすこと

なく、美唄の子どもたちや保護者である市民

が被害を受け、この子どもにしても、保護者

にしても、その方々に責任がある問題ではな

いわけですね。ですから、このようなことに

ならないように、対応策を考えるべきだとい

うふうに思います。市教委としての調査を急

いで、実態把握の努力を続けるべきですけれ

ども、時間をかけていては現在学校で学んで

いる子どもたち、そしてその保護者の受けて

いる被害が大きくなってしまうので、早急な

対応を求めたいというふうに思いますが、お

考えはいかがでしょうか。 

それから、学校の統合の問題は経過の報告

がありましたので、十分お話にありましたよ

うに今後地域、あるいは保護者の皆さんのご

意向を聞きながら作業を進めていただくとい

うこと、そのことをお聞きしましたのでよろ

しくお願いしたいというふうに思います。 

それから、３点目のグリーンルネサンス事
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業についてでありますが、まとめてお尋ねを

いたしますが、従来の総合の学習の時間で行

われてきた農業体験学習と、農業科導入を目

指すグリーンルネサンス事業は、これはやっ

ぱり同じ内容のものというふうには考えるの

は難しいんではないかというふうに思います。

教師自身が、ある程度農業を自分のものとし

て、指導できるようにならなければならない。

そして、子供たちの実態に合わせたカリキュ

ラムをつくる。それから応援していただける

地域の皆さんと十分に打ち合わせをするため

の時間をつくる。これらをどんなふうにして

やるのかということについての疑問が、次々

と実はわきます。美唄の子どもが農業を学ぶ

のはよいことだと、これは間違いないですね。

農業のことを子どもたちが学んで、そして、

作物の育ち、それが自分たちの口に入るまで

どんなふうになるのかという、これらについ

て生産者のご苦労を含めて理解を深めるとい

うことについては、これはどなたもそれを否

定するものはないというふうに思います。 

ただ、そのことだけは教える喜びを持って

教える。あるいは学んだ子どもたちが学ぶ喜

びを体験するというふうに果たしてなるのか

どうかということですね。新しいその科目で

小学校で実践するということの意味をどんな

ふうにお考えになっておられるのか、改めて

そこをお尋ねをしたいというふうに思います。 

それから、教職員研修についてであります

が、今の御答弁で、とりわけ２点目の長期休

業中の研修についてでありますけれども、校

長の承認で研修を行なうことができるものと

考えているという教育長の答弁でした。その

点について、私が受けとめている受けとめ方

はだいぶギャップがあるもんですから、その

ことについて少しお尋ねをいたします。御存

じのとおり、小中学校の教員は地方公務員で

す。だから法的には基本的に地方公務員法が

適用になります。 

しかし、教員という職務と責任の特殊性か

ら、若干の特例を法的に保障する為に教育公

務員特例法がつくられたというふうに解説さ

れています。私が今回読ませてもらったのは、

三省堂版の「教育六法」という書物なんです

けれども、この法律は４章からなっています。

第１章は総則で、第２章が任免・分限・懲戒

及び服務という中身をもつ。第３章が研修で

すね。第４章は雑則です。というふうになっ

てます。ということは、その第３章は研修の

みのための条文なんですね。若干の特例とは

言っていますけれども、その留意すべきこと

はということで、教育公務員の身分保障的措

置を多岐にわたり組み込んでいる点だという

ふうに解説されています。 

その第１は、採用及び承認の方法で言えば、

競争試験、一般公務員は競争試験だそうです。

その競争試験による一般公務員とは異なり、

選考による方式を取り入れて、人事上の自治

の確保をしている。 

第２は大学の自治、これはちょっと直接関

係ありませんので省きますけれども、大学の

自治について規定されている。 

第３に研修について、教育公務員には十分

に配慮した法を定めたと。それが条文で言う

と１９条と２０条ですね。 

教育公務員特例法１９条、教育公務員は、

その職責を遂行する為に絶えず研究と修養に

努めなければならない。先ほど教育長が指摘



-   - 83

された内容であります。 

２０条は教育公務員には研修を受ける機会

が与えられなければならない。２項、教員は、

授業に支障のない限り本属長の承認を受けて、

勤務場所を離れて研修を行うことができる。

とあります。 

この第３章はこの２条なんですね。 

１９条の解説には、教育公務員の研修が自

主的な専門的研究と、人間的な修養が不可欠

であることを確認している。一般公務員の研

修が勤務能率の発揮及び増進のために、主に

任命権者が計画実施するのと大きく異なる。

と書かれています。さらにこの法律成立時の

提案理由の補足説明で、教育公務員は、その

職務と責任の特殊性や職責上、常に研究･修養

が求められるだけでなく、それは単に義務的

になされるということではなく、権利的にも

そういうことが出来るような仕組みにしてお

かなければならない。権利としても研修をな

し得るような機会を必要とする。と書かれて

います。 

２０条に関しては、文部省の局長の回答に

こういうのがあります。夏季休業中の休業日

においても、勤務を要する日には出向して勤

務をするか、または、本属長の命令もしくは

承認によって勤務場所を離れて勤務、例えば、

研修会への参加、自宅での研修等、すべきで

ある。これは昭和３３年９月１３日に出され

たものですね。この教育公務員特例法、縮め

て教特法と言ってますけども、これは教員と

いう仕事に求められる正確や内容から、絶え

ず研究と修養に努め、自らを磨くことの必要

を定め、解説にあるように、権利として研修

できる、との保障も求めているわけです。 

ところで、その現状はどうかということで

すけども、美唄市においても、この周辺の市

や町においても、夏冬休み中の学校を離れて

の研修は、ほとんど認められていないという

ふうに聞いています。ごく一部の学校では学

校を離れての研修、校外研修という言い方を

していますけども、これが認められているそ

うです。 

これは、その教特法の存在が無視されてい

るのではないかと私は思うんですね。事情を

聞いてみますと、学校長に原因がある。とに

かく学校に来いと、子どもは休みでも先生は

休みでないんだから学校へ来なさいという、

そういう姿勢の校長が大部分で、先ほど述べ

た文部省の局長の回答にあった、自宅での研

修などとんでもない、こういう考え方のよう

です。こんな学校の現状が続きますと、勤め

始めて以来、長期休業中の校外研修は、自分

も、それから同じ学校にいる仲間の教師も経

験していない為に、教特法の１９条も２０条

も、その存在すら知らないという教師がだん

だん増えているということも聞きます。その

うちに、夏冬休みも子どものいない学校に毎

日出て来るのが当然と、こういう考え方の教

師ばかりになるんじゃないかと、こういう心

配をします。 

ということは、私はこの問題何度も取り上

げてますけども、ちょっとここまで、言い方

悪いけれど、しつこく申し上げるの初めてな

んですね。それはさっきもちょっと申し上げ

ましたが、日常普段の教師の勤務実態という

のは、大変多忙で、それで超過勤務が日常的

に行われている。あるいは、持ち帰っての仕

事ということになっているということです。
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こういう状態では、教特法１９条のその職責

を遂行するために、絶えず研究と修養に努め

なければならないなんていう条文は、全く言

葉だけになってしまうんですね。現実に教師

の日常生活において研究と修養に努める時間

などはないと言うことなんです。ですから、

積極的に研修に参加したいと思っても、それ

は物理的に不可能だということなんですね。 

それと、この超過勤務の実態というのは、

道教委も実態調査を行うなどして、十分にそ

の実態を把握しているというふうに聞いてま

す。問題解決の為に、具体的な取り組みも提

示していますが、現在は職員団体との協議が

整わないために,具体的にその解消に動き出

す状況にはないと聞いています。 

ただ、道教委が提起した強調週間、強調週

間というのは超勤をしないことを強調する週

間ですね。それから、定時退勤日等の対策は、

取り組まれようとしているということです。

この超勤の実態を一番よく知っているのは、

現場長である学校長ですよね。しかし、夏冬

休みで子どもが学校へ来ないという場合は、

教特法の条文に従えば、勤務場所を離れて研

修してよろしいということになっているにも

関わらず、形式的には校長の承認が必要です

から、校長が承認しなければできない。この

承認が出ないということなんですね。こうい

う実情に多くの学校はある。もちろん学校へ

出てきて研修は可能ですよ。ただ、研修場所

を特定するものではないというふうに私は受

けとめているんですね。 

ですから、そういう考え方で、もう少し幅

のある研修の仕方が十分できるのではないか。

この辺が法の考え方が生きているかどうか、

本当に身のある研修を、教師一人ひとりがす

るという形で保障されるか。その辺の考え方

についてお尋ねをしたいということでありま

す。 

●議長内馬場克康君 教育長。 

●教育長板東知文君 米田議員の質問にお答

えします。 

初めに、教育予算についてでありますが、

子育てや教育は、その地域の未来への投資で

あると考えております。今後とも本市の置か

れている状況を踏まえ、教育費のあり方につ

いて、引き続き調査検討してまいりたいと考

えております。 

次に、小学校農業体験学習についてであり

ますが、日本では今食が持っている、作る人

と食べる人の顔の見える関係が薄れ、生産や

調理の知恵と技術が忘れられつつある中で、

食の安全や信頼を揺るがす事件が多発してい

ます。栄養の偏り、不規則な食事、肥満や生

活習慣病の増加、過度の痩身志向などの問題、

食の安全の問題、食の海外依存の問題が生じ、

先人から育まれてきた日本の食が失われる危

機にあると言われております。 

また、子どもの食生活においても孤食、い

わゆる一人で食べる子どもが増加してると言

われております。何を食べるかによって社会

は変わり、自然環境も変わるということ、つ

まり、地域の資源を使って栽培された農産物

を食べる事で、地域の農業を守り、食料自給

率を引き上げ、生物多様性といった自然環境

を維持することが出来ると言われております。

このような中で、子どもたちに食に関する望

ましい判断が出来るような体験の機会や、学

びの場を作り、子供の頃に五感を通じて豊か
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な自然体験、食の大切さ、つまり生きる力を

学ぶことが求められていると考えています。 

平成１７年に成立した食育基本法において

は、食育を生きる上での基本であって、知育、

徳育及び体育の基礎となるべきものと位置づ

けており、学校教育にその担い手としての役

割が大きく求められております。食とは、他

の命、生命をいただく行為であるということ

や、地域の文化・生活・社会などを学ぶうえ

でも、本市の基幹産業である農業は最も身近

な教材になると考えております。 

食の教育とは食が自分の命を守るものであ

ると共に、日々の食がたくさんの人の手を通

じて、農山漁村と地域社会や自然環境とつな

がっていること、こういったことを感性・知

識・経験を通じて身につけるものだというふ

うに考えています。 

本来、地域にとっての子育てや教育は、子

どもたちをどのように育てたいのか、子ども

たちに何を伝えたいのかということであり、

それは、地域の未来にかかわる問題とも言え

ます。子どもたちが大人になったとき、地域

の農業や食文化、自然環境を継承し、育った

地域に誇りを持ち、豊かで楽しく、おいしい

食生活が過ごせるよう、食を通じた生きる力

を育むため、学校教育に食と農に関する教育

を位置づけ、みんなで支えていくことが今地

域に求められていると考えております。 

このため、これまで各学校で取り組んでき

た総合的な学習の時間の農業体験学習の成果

を生かしながら、来年度以降において小学校

の教育課程に一定時間農業体験学習に当たる

時間を確保し、土づくりから種まき、生育、

加工、調理、食、さらには廃棄に至る一連の

流れを体系的に学習する仕組みづくりに努め

てまいりたいと考えております。 

カリキュラムにつきましては、市としての

規定カリキュラムを作成し、各校ごとに編成

すると共に、副読本の作成などにより指導や

学習が進められるよう対応するほか、農業支

援につきましても、地域や農業関係団体と連

携しながら、人材の確保を図ってまいりたい

と考えております。 

教育委員会といたしましては、このような

考え方から、今後とも教職員を始め、地域の

方々と懇談の場を設けていくなど、共通理解

に立って事業を推進する環境づくりに努めて

まいりたいと考えております。 

次に、長期休業中の校外研修についてであ

りますが、教員は校長の承認により、校外研

修を行うことができるものとされていること

から、校長は長期休業前に教員から研修願い

の届けを求め、その内容が研修としてふさわ

しいものについて承認を行っているところで

あり、適正に対応しているものと認識してい

るところでございます。 

●議長内馬場克康君 ８番、米田良克議員。 

●８番米田良克議員 教育予算についてであ

りますが、私は特に美唄の教育費が絶対的に

大きく落ちているという問題の指摘と、さら

に他との比較において美唄の状態を客観的に

認識をしていただくということの必要性を申

し上げたわけです。 

それで、他との比較における調査をやって

いくということですから、その事はぜひお願

いをしたいということで、最後の答弁がちょ

っとその部分で足りなかったかなというふう

に感じます。 
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それから、グリーンルネサンスの問題です

が、ただいま答弁いただきましたが、現在の

日本には食に関するさまざまな問題点がある

ということは理解をします。それは、非常に

多岐にわたる問題だというふうに思います。

子どもたちの食生活にも問題があるというこ

とも承知しています。それから、食育が生き

る上での基本で、知・徳・体の基礎とするの

は１つの考え方だなという事も思います。子

どもたちが成長して、地域の産業や食文化、

自然環境を継承すると、豊かな生活を継承す

ると、そのことが食農教育が地域に求められ

るという、そういう考え方があるということ

はわかります。そして、それらを双方の学習

の時間に踏み込みたいという考え方で述べら

れました。 

ただ、私のそう豊かじゃない経験を基にし

て考えてみますと、現在日本に置かれている

食にかかわる問題というのは、これは１地域

ということではなくて、本当は日本の国をあ

げて取り組まねばならない大きなテーマでは

ないかなということも思います。とりわけ現

在農業を取り巻く国の農政のあり方で言えば、

これはもうさまざまな問題を抱えているわけ

です。食を支える第一線の皆さんの生活が、

きちっと真剣に仕事に取り組めば、そのこと

によって生活が成り立っていく、というよう

な状況になくなってきたと。このこと１つを

とっても、やっぱり大変な問題だというふう

に思うんですね。食農教育の必要性というの

も、単に美唄だけの問題ではないなと。 

それから、子供の抱える問題も、近くで見

ればそれは家庭の問題、しかし、少し視野を

広げて見れば、大きく社会にその原因が求め

られる。社会の変化ですね。それから、社会

の変化が家庭生活の変化を余儀なくしている

という状況もあるわけです。今述べたような

私なりの考え方を持ちますが、それは置いと

いて、今答弁いただいたような考え方で進め

るとして、市の規定カリキュラム、学校ごと

のカリキュラム、あるいは副読本等をつくる、

これらは学校の教師による作業がどうしても

必要になりますね。研修のところで述べたよ

うに、教師の置かれた多忙な日常勤務に新た

な負担がここではかかるなということを私は

心配をいたします。これらをどう解決をして

いこうとされるのか、その事をお聞きをした

いと思うんですね。 

それから、答弁にあったように、教職員と

の懇談の場を設けて、共通理解に立って、事

業推進の環境づくりに努めると。努力をされ

るということですね。この部分も、ぜひその

実施ありきの議論ではなくて、実現の可能性

を含めた議論をぜひ大切にしていただきたい。

教育委員会で決めたんだからと言う、そうい

うことを前提にした議論ではなくて、本当の

議論をすべきだというふうに私は思ってます。

そのことが無ければ、本当に真剣に取り組ま

れる学校での活動というふうにはならない。

現在の段階では、先程、校長会と教育委員会

とで検討しているという答弁がありましたけ

れども、校長会で教育委員会からこういうこ

とをやりたいというふうに説明されたら、校

長からは異を唱えるということにはならない

のではないですか。そういう立場に校長はな

いと私は理解しています。ですから、誰１人

反対はもちろん、疑問も出ないのではないか

と、前向きな発言しか多分出ないんじゃない
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かなというふうに感じます。現場の声を聞い

てというふうにおっしゃいますけども、アリ

バイではこれは意味はないわけで、本気で案

の是非について議論をする。そして委員会の

提案で集められたメンバーが、本気で子ども

たちや具体的に指導に当たる教師たちのこと

を１番に考える立場をしっかりと持って、議

論に参加できるという事になればいいと思う

んですね。そういう議論を積み重ねて方向性

を現場の考え方を大事にして探っていただき

たい。これら含めて、改めてお尋ねをしたい

というふうに思います。 

それから、最後の長期休業中の研修の問題

ですけれども、適正な対応がなされていると

いう、そういう答弁なんですけども、再質問

の時にちょっと教特法をごちゃごちゃ言いま

したけれども、美唄市の現状は適正な対応と

いうふうに私は受け取っていません。校長は

研修の計画を求めるその前段で、校外でなけ

ればできない研修、できない中身の研修につ

いては、承認するという事を明言してるんで

すよ。そうすると、どうせ承認されないなら

計画出してもしょうがないなという考え方に

なれば、計画は出さないで学校へ行けばいい

んだろうということで、学校へ出るというこ

とになるということですね。日常的に超過勤

務の実態があって、それと普段の授業の為の

教材研究も十分にできないという状況に置か

れている教師たちが、せめて子どもが休みの

期間、じっくり、例えば夏休みであれば２学

期に備えて自分を磨く準備をする、そういう

ことがじっくり出来るという事を、どうせな

んかやるんなら、学校へ出てくればいいだろ

うという考え方じゃなくて、それは教師に任

せて場所は選ばせるという考え方があって、

私はいいというふうに思っています。 

ただ、今の学校長は俺の目の届く範囲に入

れば間違いはないという考え方が極めて強く

て、私はもっと部下職員を信頼して、任せる

ものは任せると。その代わり計画と報告はし

っかりもらいますよという事で、やり得るの

ではないかというふうに思うんですね。教師

が仕事に追われて疲れてしまう。そして、授

業の準備も十分できないままに教室へ行くと

いうことになって、被害を受けるのは子ども

です。やはり美唄の教育を本来のものとして

機能させるためには、しっかり教師に研修を

してもらって、中身のある人間として幅の広

い人間となってもらって、教壇に立ってもら

うということ、そのことに教育委員会もしっ

かりと努力をされるべきだというふうに思う

んですけども。その辺ですね、もし私の言う

ことに疑問があるということであれば、学校

の実態調査をされてもよろしいのではないか

というふうに思います。 

ぜひ、有効な夏休みとなるように、手だて

を講じる、そういう考え方に立っていただき

たいということを申し上げて、もう 1 度お尋

ねをします。 

●議長内馬場克康君 教育長。 

●教育長板東知文君 米田議員のご質問にお

答えします。 

初めに、小学校農業科体験学習についてで

ありますが、子どもたちとともに地域住民自

らが地域に根ざし、暮らしに学ぶという考え

方から、農業の持つ教育的価値に着目し、そ

れを生かした体験学習活動を通じて、子ども

の生きる力を育み、今日の教育課題の解決に
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結びつけていこうと考えております。 

それは、美唄の子どもたちが日々暮らして

いる生活の場で、どんな人が、どんな思いで、

どんなふうに食べ物を育てているのか、どう

すればここがもっと暮らしやすくなるのかを

考え、先人がいたから今自分がここで生きて

いるということを学ぶということであり、自

分が暮らし、育まれている場所や、人々のこ

とを体験的に理解することにつながると考え

ています。このため、地域の生業、暮らしを

立てるための仕事について、教科との関連を

踏まえながら、総合的な学習時間を活用して

学ぼうとするものであり、学校と家庭、地域

が一体となって取り組んでいく必要があると

考えています。 

いずれにいたしましても、事業の推進に当

たりましては、教職員の力によるところが大

きいことから、学校現場において進めること

の意義や、方向性についての十分な理解を図

りながら、具体的なカリキュラム、取り組む

べき内容等について議論を重ねる必要がある

と考えておりますので、必要な環境づくりに

しっかりと取り組んでまいりたいと考えてお

ります。 

次に、長期休業中の校外研修についてであ

りますが、教員は校外研修願いの中に研修内

容等を記載して提出をし、校長は、その内容

により承認しているところでございます。長

期休業中は教職員は基本的に勤務日であるこ

とから、学校長は適正に対応しているものと

認識しているところでございます。 

教育予算についてでありますが、今後とも

本市の置かれている状況を踏まえ、教育費の

あり方について引き続き調査検討してまいり

たいと考えているところでございます。 

●議長内馬場克康君 米田議員の本件に関す

る発言はすでに３回に及びましたが、会議規

則第５６条ただし書きの規定により、特に発

言を許します。 

８番、米田議員。 

●８番米田良克議員 お許しをいただきまし

てありがとうございます。 

最後に答えられた教育予算の問題は、今同

じ答弁を繰り返されたわけですけれども、他

のまちとの比較の問題を実態をしっかり把握

をして、それについて教育委員会の考え方を

正していただくということを、ぜひ私は求め

たいわけでして、そういう趣旨でお尋ねをし

てますから、それにかみ合う形でお答えをい

ただければというふうに思います。 

それと、一番最後の教職員の研修の問題で、

これも最後におっしゃられた、長期休業中は

基本的に勤務日であるということ、全くその

とおりです。子どもは夏冬休み５０日間とい

うことで休む。子どもは長く仲間とともに学

んできた学校の場を離れて、今度は家庭をベ

ースにして、そして、季節に合ったかなり自

由な活動をそこで行なうということ。その裏

を返せば、子どもへの対応で日々追われて生

活していた教師の側は、そのことを離れてし

っかり自らを磨きなさいという、意味合いが

大変強い。それが、教特法の考え方だという

ふうに思いますね。 

ですから、あんまり私もそのことにこだわ

りたくはないんですが、とにかく学校を離れ

ての研修ということを認めたがらない校長が

余りにも多い。認めないケースがほとんどで

あるということなんですね。ですから、修養
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って言葉が出てましたよね、１９条に。大事

なのはやはり具体的に教授テクニックとか、

それから教える内容に関する学習も必要です

けども、人間としての自らを磨く作業、それ

が修養という言葉でないかと私は思うんです

ね。 

大学出て、そして、大学在学中に多くの人

は教員採用試験を受けて、そして、最近はな

かなか受かるの難しくなったようですけども、

受かると。そのことによって３月に卒業して

４月からうまくいけば勤務ができると言うこ

とになるわけですよね。大学において学んだ

ことで、教員免許状をもらうと、手にすると

いうことになるわけです。 

しかし子どもを教える経験は、そこではほ

とんどゼロからのスタートですよね。しかし、

教師としては一人前ですという扱いをされる

わけですから、今は初任者研修制度があって、

最初の１年目でかなりの時間これはもう否応

なしに研修をさせられるっていうふうな。私

どもの頃にそういうのはなかった、全くなし

ですね。ですから、日々子どもとつき合って

いく中で、あるいは職場の仲間からいろいろ

と学ぶ、学びとるということで自分を磨いて

いくということにならざるを得なかったんで

すね。 

それが、今、そういうまだまだ未熟な教師

が 1 学期間真剣になってやってみて、足りな

い分夏休みにしっかり勉強するぞという気持

ちで夏休みを迎える。その時にさまざまな場

面を利用して研修を重ねるということが、私

は大きな意味があると思ってます。もちろん

学校で出来る事もたくさんあります。それは

学校へ出てやればいい。ただ、学校を離れな

ければできないというものもある。それを、

こういうことで、ということで計画を出した

ときにすんなり校長が認めると。教特法の趣

旨は、研修する権利としての研修だよという

考え方が解説で述べられてますように、私は

これを学びたいと言った時に、よし、しっか

り学んでこいという事で、認める。結果に期

待してるぞ、ということでの承認だと私は思

うんですね。それを一々中身についてチェッ

クをして、言わば認めないためのチェックと

いうことが現実に行なわれているんですよ。

だからそういうことは本来ではないでしょう

と、いうことを申し上げているわけでして、

先ほどの教育長のような答弁の考え方でいけ

ば、現場の実態に即して、しっかり研修して

もらうという立場からの答弁ではちょっとな

いのではないかという、そういう気持ちすら

持ちます。 

今一度、是非本当に研修してもらうんだよ

という立場で考えて、お答えをいただければ

と思います。 

●議長内馬場克康君 教育長。 

●教育長板東知文君 米田議員のご質問にお

答えします。 

教育予算についてでございますが、今後他

市の実態も十分調査して検討してまいりたい

というふうに考えています。 

次に、長期休業中の研修についてでありま

すが、研修の承認に当たりましては、いやし

くも市民の誤解を招くことのないよう、当該

研修の必要性と妥当性や、学校運営上の支障

の有無などとともに、私的用務との明確な区

分や、その必要性についての適切な判断が必

要とされており、この趣旨により個別に判断
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されることとなっているべきと考えておりま

す。 

いずれにいたしましても、教師としての専

門性、資質を向上させるという、そういう研

修の充実に今後とも努めてまいりたいと考え

ております。 

（「議事進行」と呼ぶ者あり) 

●議長内馬場克康君 ただ今の議事進行発言

について、発言を許します。 

１３番、紫藤政則議員。 

●１３番紫藤政則議員 発言お許しいただき

まして、ありがとうございます。 

米田議員の発言は４回でございますから、

会議規則ただし書きでそれ以上は出来ません。 

私は、議長から答弁者に対して、是非補足

答弁をお願いをしたいという趣旨で、議長か

ら発言をしていただきたいという趣旨で申し

上げたいことがございます。 

教育予算の美唄の置かれた状況と他市比較

の問題について、４回目の質疑に対して教育

長は他市の状況を調べますという、こういう

ことでございました。 

これ今始まったことじゃなくて、何年から、

何年前でしょうか、これ忘れるぐらいから、

これは言い続けてることなんです。 

今米田議員のこの指摘につきましては、そ

のデータとなるのは、労働組合が調査をした

ものでございます。これも、いわば専門家が、

専門的な知識を持って、そしてデータを分析

をして、つくり上げたものかどうかわかりま

せん。しかし、明確に美唄の教育の位置づけ

というのを申し上げたわけです。全道で下位

にあると。これは委員会でもそれから常任委

員会の議論の中でも過去出されまして、調べ

る調べると、こういうことなんです。しかし

具体的に美唄の位置づけはどうなんだという

ことは一度も答えてない。 

私は、これは公費、私費の負担割合の問題

も、今まで議論しておりますが、教育長が新

しくなられて、スタッフも代わられたわけで

すけれども、従来の議論経過もありますから、

具体的に検討というのはどう検討されている

のか、検討した結果、その内容がどういうも

のなのか。やってないんならやってないと、

こう言ってください。そういう次につながる

議論をしたいと思うんですよ。 

議会として指摘する側も、率直に言って同

じ共通の認識で美唄の教育の現状をとらまえ

たいと、予算の面から。ここを一致しなかっ

たら次につながらないじゃないですか。充実

するにしても、何するにしても。少しく発言

者の趣旨をとらまえて、次につながるように、

調査検討でも、果たして具体的に今まで何を

してきて、そして何が課題で、いつまでにこ

の調査研究を節目を見ようとしてるのかです

ね。また同じ事やって、また調査研究なる可

能性ありますよ、これ。 

そういう意味で、申しわけありませんけど

も、１つ答弁者の方に次につながる議論を、

答弁をお願いをしたいと。こういう事で、議

長の議事整理をお願いしたいということでご

ざいます。 

●議長内馬場克康君 ただ今の議事進行発言

について、議事整理をいたしたいので暫時休

憩いたします。 

 

午前１１時５８分 休憩 

午後 １時１０分 開議 
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●議長内馬場克康君 休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 先ほどの紫藤議員の議事進行発言について

議会運営委員会において協議した結果、米田

議員の４回目の教育予算について、補足答弁

を求めることといたします。 

教育長。 

●教育長板東知文君 米田議員の４回目の質

問に対する補足答弁をさせていただきます。 

教育予算について、他市との比較について

でありますが、これまで文部科学省がまとめ

た教育費調査に基づき検討を行いましたが、

各市町村によっては報告する費目が統一され

ておらず、学校改築・修繕等の取り扱いもそ

れぞれ違う為、この資料で比較することは困

難と判断したところでございます。 

次に、決算統計資料における教育費の一般

財源の額について調査比較を行いましたが、

結果として、児童生徒１人当たりの比較と、

学校１人当たりの比較とでは大きな違いがあ

り、同じ条件で比較することは困難であると

判断したところでございます。 

今後、投資的経費を中心に各費目のとらえ

方を精査するなど、説明責任の観点から年度

内を目途にさらに調査検討してまいりたいと

考えております。 

よろしくお願いいたします。 

●議長内馬場克康君 この場合、理事者に申

し上げます。 

今後におきましては発言者の意を十分踏ま

えて、答弁をされるようお願いいたします。 

一般質問を続けます。 

７番、長谷川吉春議員。 

●７番長谷川吉春議員（登壇） 平成２１年

第２回定例会にあたり、大綱３点について市

長並びに教育長にお尋ねいたします。 

最初に、市長にお尋ねいたします。 

大綱質問の１点目は、財政問題についてで

あります。 

その１つ目は、国による０９年度の補正予

算としての追加経済対策についてであります。

この問題は、これまで何人かの同僚議員の質

問がありましたが視点が違う部分もあり、で

きるだけ重複を避け質問をさせていただきた

いと思います。 

この追加経済対策には、いわゆる地域活性

化経済危機対策臨時交付金が含まれています

が、その本質は入口はばら撒き、出口は消費

税増税という、将来に大きな国民負担を押し

つける極めて恣意的なものであります。自公

政権は、これまで構造改革、地方分権の名の

もとに、地方交付税の削減、社会保障費の切

り下げなどにより、地方自治体は疲弊の極み

に達しています。その上アメリカ発の経済危

機により、地方自治体の経済危機混乱は筆舌

に尽くしがたいものがあります。こうした中

での追加経済対策であります。追加経済対策

については、多くの問題点がありますが、自

治体に対する臨時交付金については一時的な

ものであっても、雇用促進、地域経済の発展

のために有効に活用しなければならないと考

えます。この臨時交付金の枠は１兆円とされ、

自治体での使い道は地球温暖化、少子高齢社

会の対応、安全安心の実現、地域実情に応じ

た細かな事業に交付するとしています。自治

体にとっては、かなり広範囲な事業に取り組

まれる内容であります。 
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お聞きしますが、この臨時交付金の本市へ

の交付額はどれだけになると見込んでおられ

るのか。 

また、国の当初予算に組み込まれている地

域雇用創出推進費は、どれだけになるのかお

聞きいたします。 

２つ目は、地域活性化に向けた本市の取り

組みについてでありますが、この地域活性化

経済危機対策臨時交付金は、本市の雇用促進、

地域経済の活性化に向けて有効に活用しなけ

ればならないと思いますが、具体的にどのよ

うにお考えなのか。 

また、地域懇談会などでの地域や市民から

寄せられている要望が、どう反映されるのか

お尋ねいたします。 

また、地域活性化公共投資臨時交付金の見

通しについてもお聞きいたします。 

大綱質問の２点目は、介護保険制度につい

てであります。介護の問題は介護を受ける本

人にとっても、また、介護をしている家族に

とっても極めて深刻な問題です。 

介護保険制度は、今年４月で１０年目を迎

えます。この間、介護サービスの総量は増え

ましたが、社会保障費切り捨ての構造改革の

もとで負担増や、介護取り上げが進み、家族

介護の負担は今も重く、１年間に１４万人が

家族介護などのために仕事をやめています。

高い保険料、利用料を負担できず、制度を利

用できない低所得者も少なくありません。介

護を苦にした痛ましい事件は後を絶ちません。

介護現場の劣悪な労働条件の改善も急がれま

す。たび重なる介護報酬の引き下げにより、

介護現場の労働条件は非常に劣悪です。介護

現場を改善し、利用者の生活と権利を守るた

めにも、生活できる賃金、誇りとやりがいを

感じられる労働環境の整備などが不可欠です。 

ところが、現在の介護保険は利用者が増え

たり、労働条件を改善すれば直ちに定職者ま

で含めて保険料利用料が連動して値上げされ

るという根本矛盾を抱えています。３年ごと

に保険料は値上げされ、既に平均で１月４，

０００円、本市においては４，０５０円とな

っています。こうした矛盾を抱えながら、今

年の４月から３回目の見直しによる取り組み

が始まっています。その見直しによる影響が

どのようなものなのかお聞きいたします。 

その１つ目は、改定された保険料の各段階

の値上げ幅についてです。４月から介護保険

料が改定されましたが、各階層ごとの新旧の

保険料の額と値上げ幅がどれだけになるのか

お聞きいたします。 

その２つ目は、要介護認定の変更された調

査項目についてであります。４月から要介護

認定が見直しされ、認定調査項目に変更があ

ったと聞いていますが、その主な内容がどの

ようなものかお聞きいたします。 

３つ目は、認定の新方式による各事業所へ

の影響についてであります。新しい要介護認

定方法により、これまでよりも要介護度が軽

く認定されるケースが多くなると新聞などで

も報道されていますが、介護保険施設の入所

者の要介護度が低くなると、それに伴い介護

報酬が少なくなるなど、施設経営も厳しくな

ることが予想されます。ある地域の特養ホー

ムでは、ベット数を減らして対応している事

例もあります。季節事業者への影響がどのよ

うになるのかお聞きいたします。 

４つ目は、保険料の値上げ等に伴う各種サ
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ービス利用の減少についてであります。経済

状況が極めて悪化している中で、介護保険料

が値上げされましたが、介護サービスを受け

ている人が、保険料値上げに伴う経済的負担

の増加等により利用していたサービスを減ら

すような事態になっていないかどうか、お聞

きいたします。 

大綱質問の３点目は、教育行政について教

育長にお尋ねいたします。 

その１つ目は、三井美唄幼稚園の今後の見

通しについてであります。平成２１年１月に

策定された美唄市財政健全化計画では、三井

美唄幼稚園は平成２２年度末で閉園とし、そ

れによる効果額は６２３万円となっています。 

また、市立幼稚園配置の見直し計画によれ

ば、三井美唄幼稚園については、今後の入園

児数の推移を見守り、単独での運営の継続、

または閉園、保育所機能を付加した幼保一元

化等について検討するとなっています。５月

１９日に開かれた三井美唄地域懇談会での教

育委員会事務局からの説明では、現状では幼

保一元化は難しい。今後の入園数の推移から

見ても、閉園もやむを得ないということです

が、改めて話し合いに臨んだ教育委員会のお

考えをお聞きいたします。 

また、その場に参加された保護者や地域の

意見等はどうであったのか、今後の見通しに

ついてどのようにお考えなのか、お聞きいた

します。 

２つ目は、東栄小学校の統廃合についてで

あります。この問題については、先ほど米田

議員からの質問もありましたけれども、私か

らも質問させていただきたいと思います。 

５月１５日、教育委員会は東栄小学校で東

栄小学校と東小学校の統合について、ＰＴＡ

との懇談会を開催したとのことですが、この

懇談会においてそれに臨んだ教育委員会の考

え方はどのようなものであったのか。また、

それに対して保護者からはどのような意見が

出されたのか。そしてまた、今後の進め方を

どのようにお考えなのか、お聞きいたします。 

３つ目は、光珠内中央小学校の跡地利用に

ついてであります。光珠内中央小学校は、今

年４月から廃校になっていますが、市民から

は廃校のまま放置することはもったいない。

利活用できないのか。という意見が多く寄せ

られています。 

今各地で廃校の利活用が図られ、インター

ネットによる公売なども話題となっています。

学校や跡地の有効な利活用をどのようにお考

えなのか、お聞きいたします。 

４つ目は、小学校外国語教育についてであ

ります。小学校では学習指導要領により、外

国語教育が平成２３年度からの本格導入に向

け、本年度は年間１０時間ないし２０時間を

目途に実施しようとしていますが、現状はど

のようになっているのか。また、昨年度改定

された指導要領で授業時間が増えていること

から、子どもたちに無理がかかっていないの

かどうか。さらにまた、外国語教育という新

たな負担を担う教員に、重荷になっていない

のかどうか、お聞きいたします。 

５つ目は、高等学校の配置計画についてで

あります。本定例会の初日である９日の議員

協議会において、教育委員会事務局から美唄

高校と美唄工業高校との統合についての説明

がありましたが、不明確な点もあり、お聞き

いたします。 
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説明では、新設校は５学級、５系列として、

大学と進学に関する系列、地域環境に関する

系列、電子製品に関する系列、食品に関する

系列、デザインに関する系列となっていて、

それぞれ系列の内容が示されていますが、そ

のカリキュラムがどうなっているのか、極め

て不透明です。この系列を中学生にも、また

保護者にもわかりやすく明確にして、できる

だけ早く知らせる必要があると思いますが、

その決定の時期と市民周知の見通しがどうな

のか、お聞きいたします。 

併せて美唄市高校問題等対策協議会の今後

の動きがどのようになるのか、お聞きいたし

ます。 

６つ目は、経済的事情による高校生の授業

料の滞納、退学についてであります。６月１

４日、つまり昨日の北海道新聞の報道によれ

ば、道内の大学・短大での授業料の免除や減

免、延納を申請する学生が増加し、その理由

として、親の解雇や賃金の引き下げを上げて

います。このことは高校生にも当てはまるこ

とであります。長引く不況による格差の拡大

は、高校生の中にも経済的事情から授業料を

滞納したり、また場合によっては退学するケ

ースも市内でも出ていると聞いています。本

市での高校生の授業料の滞納や、経済的な事

情での退学の実態がどうなっているのかお聞

きしたいわけでありますが、美唄在住の高校

生といっても通学している高校はかなり広範

囲にあることから、その掌握は難しいのであ

れば、道段階での現状についてお聞きいたし

ます。 

以上この場からの質問を終わります。 

●議長内馬場克康君 市長。 

●市長桜井道夫君(登壇)  長谷川議員の質

問にお答えします。 

初めに、財政問題について、追加経済対策

の本市への影響についてでありますが、現在

国からの通知等で概ね金額が把握できている

ものは、平成２１年度当初予算の地方交付税

で措置されている地域雇用創出推進費約９，

０００万円と、このたびの国の補正予算によ

る地域活性化経済危機対策臨時交付金約２億

９，９００万円であります。 

なお、そのほかの経済危機対策に関連する

予算については、現在情報収集に努めている

ところであります。 

次に、地域活性化に向けた本市の取り組み

についてでありますが、地域活性化経済危機

対策臨時交付金を活用する事業の選定に当た

っては、現下の厳しい経済雇用情勢を踏まえ、

中小企業の受注機会に配慮した公共事業の実

施や、緊急雇用対策、高齢者等の安全確保、

市民生活にかかわりが深い施設の整備などを

考えているところであり、現在美唄２１世紀

まちづくりプランや、これまでの地域要望等

も踏まえ、市の内部で検討中であります。 

また、併せて市内の経済、農業、労働関係

など、６団体に意見、アイデアの提出のお願

いをしているところであり、これらを総合的

に勘案して検討してまいりたいと考えており

ます。 

そのほかの国の経済対策に関連した各省庁

の補助事業や、基金事業、また地域活性化公

共投資臨時交付金事業などについては、まだ

具体的に示されていないものが多く、今後、

国や道の通知等に基づき対応を検討すること

としております。 
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次に、介護保険について、認定調査項目の

変更についてでありますが、本年４月からの

要介護認定の見直しに伴い、調査項目がこれ

までの８２項目から７４項目に変更されたと

ころです。主な内容といたしましては、自分

勝手に行動する、話がまとまらないなど、認

知症に関連する６項目が追加された一方、主

治医意見書の項目と重複していた。足や肘の

拘縮、飲水などの他、認定調査の際に客観的

な回答が難しいとされた電話の利用、火の不

始末などの１４項目が削減されたところであ

ります。 

次に、要介護認定見直しによる事業所への

影響についてでありますが、今回の見直しに

より要介護度が軽度に判定され、必要なサー

ビスが利用できない恐れがあるといった指摘

があり、厚生労働省では要介護認定の見直し

に係る検討検証会で見直し内容の検証を行っ

ていると承知しております。この検証が終る

までの間、安定的な介護サービスを確保する

為、従来より軽度になった場合は元の要介護

度に戻すなどの経過措置が設けられており、

要介護度が軽度になっても従来のサービスが

利用可能であることなどから、事業所への影

響は現時点では少ないものと考えております。 

次に、介護サービス利用の減少についてで

ありますが、本年４月の介護給付費の給付実

績では、昨年同期の実績と比べて給付件数な

どに大きな差はない状況となっております。 

なお、介護保険料の改定につきましては、

保健福祉部長から答弁させていただきます。 

私からは以上でございます。 

●議長内馬場克康君 保健福祉部長。 

●保健福祉部長中川直紀君 改定された保険

料の各段階の値上げ幅については、私から答

弁させていただきます。 

介護保険料の改定についてでありますが、

本市の介護保険料につきましては、所得に応

じて６段階の年額保険料区分としており、本

年４月からの改定では、第１段階及び第２段

階では２万１，６００円から２万４，３００

円となり２，７００円の増。第３段階では３

万２，４００円から３万６，４００円となり

４，０００円の増。基準額となる第４段階で

は４万３，２００円から４万８，６００円と

なり５，４００円の増。第５段階では５万４，

０００円から６万０，７００円となり６，７

００円の増。第６段階では６万４，８００円

から７万２，９００円と８，１００円の増と

なっており、各段階において概ね１２．５％

増としたところでございます。 

●議長内馬場克康夫君 教育長。 

●教育長板東知文君(登壇)  長谷川議員の

質問にお答えします。 

初めに、三井美唄幼稚園の今後の見通しに

ついてでありますが、園児数については昨年

２０人を下回り、今年度は５月１日現在で、

さらに１３人に減少している状況にあります。

この為、平成１９年度に策定した公立幼稚園

の配置見直し計画に基づき、これまでの保護

者との話し合いの経過を踏まえ、配置の見直

しに向けた地域懇談会を本年５月１９日に開

催したところであります。説明内容といたし

ましては、これまでの園児数の状況から閉園

を検討せざるを得ないこと。また、幼保一元

化については施設の拡充が必要であり、今後

の園児数の推移を見据えた場合、将来とも維

持していくことは難しい状況にあるとの考え
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方をお伝えしたところであります。お集まり

いただいた保護者や、地域の皆様からは、将

来的には幼稚園も保育所もなくなるのではな

いか。地域にとって幼稚園がなくなるのは痛

手である。私立幼稚園に入園した場合の経済

的負担が不安である。地域の中で幼稚園、小

学校、中学校と学んでいくことが望ましいこ

と。などの意見が出されたところであります。 

教育委員会といたしましては、幼稚園の置

かれている厳しい現状を踏まえ、今後とも配

置の見直しに向けて、保護者や地域の方々と

話し合いを進めてまいりたいと考えておりま

す。 

次に東栄小学校の統廃合についてでありま

すが、小学校の配置見直しにつきましては、

これまでも一定数の同年代の児童数の中で育

つ教育環境が望ましいとの考えから、複式校

のうち今後も児童数の増加が見込まれず、教

職員の配置など、学校運営全体にさまざまな

影響が生じることが想定される時点で、ＰＴ

Ａや地域の方々との話し合いを踏まえて、配

置見直しを進めてまいりました。 

東栄小学校についても平成２２年４月には

完全複式化が予想され、その後の児童数の増

加も見込まれないことから、ＰＴＡとの懇談

会を開催し、配置見直しについて意見交換を

行ったところでございます。出席したＰＴＡ

の皆様からは区域外通学する児童が多いこと

が統廃合の背景にあるのではないか。学校選

択制を導入すれば小規模校の良さをアピール

して、東栄小学校の児童数を増やせるのでは

ないか。などの意見が出されたところであり

ます。また、閉校になった場合、避難場所を

確保してほしい。スクールバスや通学路の歩

道、街灯の整備など、登下校の安全を確保し

てほしい。などの意見も出されたところであ

ります。 

教育委員会といたしましては、今後とも配

置見直しに向けて、保護者の皆さんとのお話

を進めると共に、地域の皆さんにも説明して

まいりたいと考えております。 

次に、光珠内中央小学校の跡地利用につい

てでありますが、国の財産処分の弾力化の考

え方などを踏まえ、地域の活性化につながる

よう、地元の意見等を伺いながら、全庁的に

その利活用のあり方について、さらに検討を

進めてまいりたいと考えております。 

次に、小学校外国語活動についてでありま

すが、改訂学習指導要領により、今年度から

新たに取り組む内容であることから、本市に

おいては今年度すべての小学校で第５学年及

び第６学年を対象に年間１０時間から２０時

間を目途に実施することとしております。小

学校外国語活動は、中学校外国語教育を単に

前倒ししたものではなく、外国語を用いたコ

ミュニケーションの楽しさを体験する活動で

あると認識しております。 

また、その指導に当たっては、中心になっ

て推進する教職員が北海道教育委員会主催に

よる研修会に参加し、その教職員を中心に昨

年度から校内研修等により準備し、対応して

いるところであります。 

次に、高等学校の配置計画についてであり

ますが、北海道教育委員会によりますと、総

合学科における系列と具体的な検討は、美唄

高校と美唄工業高校の教職員により構成され

る統合推進委員会において、本年９月を目途

に進めることとしており、その後、中学校や
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地域に向けた広報活動を行っていくと伺って

おります。 

美唄市高校問題等対策協議会としましては、

統合準備委員会の検討経過の把握に努めると

共に、本年７月に開かれる空知南学区地域別

検討協議会における検討状況を踏まえ、北海

道教育委員会に対して、地域としての要望活

動を行ってまいりたいと考えております。 

次に、経済的事情による授業料の滞納、退

学についてでありますが、空知教育局により

ますと、全道の高校の滞納者数及び滞納総額

は、平成１９年度末現在で２，０５１人、金

額にして１億１，２７３万２，０００円とな

っております。 

また、平成１９年度における中途退学者数

は２、３９０人で、在学者に占める割合が２．

０％となっております。 

なお、中途退学の理由につきましては把握

していないところでございます。 

●議長内馬場克康君 ７番、長谷川吉春議員。 

●７番長谷川吉春議員 この場から何点か再

質問させていただきたいと思います。 

最初に、地域活性化に向けた本市の取り組

みについてでありますが、昨今の経済の悪化

による家庭経済の逼迫や、本市の財政健全化

計画での市民負担の増加で、市民生活は一層

厳しくなっています。 

先月の２９日から行われた議会報告会でも、

市政に対し市民から多くの要望が出されまし

た。これについては、近くまとめて理事者に

提出される予定でありますが、市長に対して

も市民や地域からさまざまな要望が出されて

いることと思います。こうした要望に応えて

いこうとしているのか。また、今年の２月に

地域活性化生活対策臨時交付金や、ふるさと

雇用再生特別交付金の本市での各事業を取り

組むに当たって、それまで寄せられた市民の

要望を共産党議員団として１５項目にまとめ

て市長に提出しましたが、そのうちの幾つか

は取り組まれていますが、まだ多くの要望が

残されています。こうした市民要望にどう応

えようとしているのかお聞きいたします。 

次に、介護保険の問題ですが、その１点目、

この４月から保険料の改定のほかに、介護報

酬の改定も行われて、施設への交付金が３％

値上げされました。お聞きしたいのは、この

介護報酬の改定が介護従事者の処遇の改善に

どのように反映されているのかお聞きいたし

ます。 

次に、調査項目の見直しについてでありま

すが、この見直しによって、これまで認定さ

れていたものよりも、軽く認定されて実態に

合わないという批判が世論として大きくなり、

国としても再度見直ししなければならないと

いう事態になっていますが、本市の場合見直

しによって調査項目によるコンピュータの第

１次判定と、介護調査員や医師の意見による

第２次判定の違いがどのようになっているの

かお聞きいたします。 

次に、教育長にお尋ねいたします。 

最初に幼稚園についてでありますが、５月

１９日の懇談会で参加者からは三井美唄幼稚

園の閉園は入園者が少ないから閉園するとい

うのは名目であって、本音は市の財政が苦し

いからではないかという厳しい意見が出され

ました。ある意味では、正鵠を射ていると思

います。こうした意見は、東栄小学校の地域

の人たちにも共通したものがあると思います。
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今後とも地域の人たちの話し合いを深めて、

双方の納得の上で物事を進めていかなければ

ならないと思いますけども、どのようにお考

えなのかお聞きいたします。 

次に、外国語教育についてでありますが、

最近テレビを見ていて思うんですけども、テ

レビのバラエティー番組に出演しているタレ

ントですけども、英語なのか和製英語なのか

よくわかりませんけども、そうした言葉を頻

繁に使っていることをよく目にするわけです。

しかし、その使い方は本来その言葉を使用し

ている母国の使い方と違った意味合いで使っ

ていることが多いことと、そうした人たちが

意外と正確な日本語を知らないということが

あります。これは番組の品位にかかわる問題

でありますが、こうしたバラエティー番組は

若い層の人達に人気がありますが、間違った

外国語を広げるという否定的な側面を持って

います。 

小学校での外国語教育は当面、年間１０時

間ないし２０時間、平成２３年からは３５時

間ということでありますが、小学生にその程

度の時間で外国語が身につくとは思えないわ

けです。それよりも母国語である国語の充実

を図るべきだと思います。 

また、教師にしても教材づくりや研究など

負担が大きく、行き届いた授業がおろそかに

なりかねないわけです。外国語教育について

は見直しが必要と思われますが、どのように

お考えなのかお聞きいたします。 

次に、高校の統廃合についてでありますが、

統合された新しい高校の母体校は美唄高校と

されており、美唄工業高校を利用した産業キ

ャンパス科は困難としています。そうなると

美唄工業高校は廃校になるわけですが、昨年

道の教育委員会から統合が問題になったとき、

多くの市民が美唄工業高校の存続を願い、１

万２，０００筆以上の署名を道教委に届けま

したが、そうした市民の声にどのように応え

ていくのかお聞きいたします。 

●議長内馬場克康君 市長。 

●市長桜井道夫君 長谷川議員の質問にお答

えします。 

初めに、地域活性化に向けた市民要望等へ

の対応についてでありますが、事業の選定に

当たりましては、本市の経済、雇用情勢や地

域、団体等のご意見、ご要望を十分に踏まえ

ながら、限られた財源を有効に活用するよう、

総合的に勘案してまいりたいと考えておりま

す。 

次に、介護従事者の処遇改善についてであ

りますが、今回の介護報酬改定につきまして

は、介護従事者の処遇改善を目的に、３％引

き上げられたものであることから、給与面な

どについて一定の改善が図られるものと考え

ております。 

なお、厚生労働省においては、今年１０月

に介護報酬改定が介護従事者の処遇改善に反

映されているかを検証する為の、介護従事者

処遇状況等調査を実施する予定となっており

ます。 

次に、見直し後の認定状況についてであり

ますが、４月から６月８日までの認定審査会

で認定した１９２件について申し上げますと、

コンピュータによる一次判定で従来の要介護

度より軽度に判定されたものが４５．８％、

重度に判定されたものが２５．５％、同じ判

定となったものが２８．６％となっておりま
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す。認定審査会による二次判定では、軽度に

判定されたものが１６．１％、重度に判定さ

れたものが２８．１％、同じ判定となったも

のが５５．７％となっております。また、軽

度になった場合は、従来の要介護度に戻すな

どの経過措置適用後においては、軽度になっ

たものが２．６％、重度になったものが２５．

５％、同じ要介護度のものが７１％となって

おります。 

●議長内馬場克康君 教育長。 

●教育長板東知文君 長谷川議員の質問にお

答えします。 

初めに、三井美唄幼稚園などの配置見直し

についてでありますかが、子どもたちにとっ

てのよりよい教育環境を整えていくことが必

要であると考えており、今後とも保護者や地

域の方々に配置見直しについての考え方が理

解されるよう、話し合いを進めてまいりたい

と考えております。 

次に、小学校外国語活動についてでありま

すが、中学校段階の文法等の外国語教育を単

に前倒しするのではなく、あくまでも体験的

に聞く事、話すことを通して、音声や表現に

慣れ親しむこととしており、コミュニケーシ

ョン能力の素地を養うことを目標にしており

ます。 

また、新しい学習指導要領においては、言

語活動を重視するという考え方から、国語科

の授業時数も全体として増加させる他、各教

科等でレポート作成や論述を行うといった言

語活動を、指導上位置づけているところでご

ざいます。 

次に、高等学校の配置計画についてであり

ますが、北海道教育委員会が示した計画では、

平成２３年度、美唄工業高校と美唄高校の募

集を停止し、新たな１つの高校をつくること

としており、再編に当たっては、両校が培っ

てきた特色を引き継ぎながら、市民に親しま

れ、市内の子供達の多くに入学してもらえる

学校づくりを進めることとしているところで

ございます。 

教育委員会と致しましては、この新たな高

校づくりに向けた作業の中で、それぞれの高

校の特色ある教育が盛り込まれていく旨、伺

っているところであり、今後とも地域として

必要な要望活動を行ってまいりたいと考えて

おります。 

●議長内馬場克康君 ７番、長谷川吉春議員。 

●７番長谷川吉春議員 介護認定の問題で、

１点だけお聞きしたいと思います。介護認定

の見直しというのは、言ってみれば国による

社会保障費の削減のためであるということが

言われており、いかに実態に合わないものだ

ということは、先ほどの市長の御答弁でも明

らかになっているわけです。要介護認定に当

たっては、あくまでも実態に即したものでな

ければならないと思うわけであります。介護

保険制度が始まって１０年目になりますけど

も、この中でいろいろ問題点を言われてきた

のは、いわゆる低所得者に対する保険料の負

担の問題。 

また、もう一つの問題として、いわゆる介

護の認定の方法。このことも大きな問題とな

っていた訳であります。行き届いた介護、こ

れが実際に介護を受ける人たちのニーズに合

わないということが言われて、そのことが介

護する家族にしても、また、介護される人達

にしても大変な負担になっておりますし、そ
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のことが全国でさまざまな形で悲劇となって

表れている、そういうことも起きているわけ

であります。 

最近、大変ショッキングな新聞の記事を目

にしたわけですけども、介護保険殺人防げず

と、いうタイトルなんですけどもね。 

これは毎日新聞の記事ですけども、このよ

うに書かれています。在宅介護を受ける６５

歳以上の高齢者が家族に殺害される介護殺人

で、０８年に起きた事件の少なくとも約半数

が介護保険制度を利用しながら防げなかった

事が毎日新聞の調べで分かったと。介護保険

では介護される人の状態を判定し、サービス

を自己負担１割で提供しているが、悲劇に歯

止めをかけられない実態が浮かんできてると

いうことが書かれているわけです。 

続いて、毎日新聞が０６年から０８年の３

年間で報道した介護殺人、無理心中、これは

３年間で合計で９７件になる。年間約３０件

を越えるペースで起きてるということが新聞

で書かれてるわけです。そして、さらに３年

間の合計で加害者側の内訳を見ると、約７割

は男性だということなんですよね。核家族化

などで男性介護者が急増していることが背景

にあるということが、言われてるわけです。 

解説としてこのこのように書かれてるんで

すけども、家族を介護地獄から解放しようと

介護社会化を掲げた介護保険制度は、今年４

月１０年目を迎える。だが、家族の精神的、

身体的、経済的負担はなお重い。家庭内での

高齢者虐待は年間１万件を超え、介護うつも

深刻化している。背景には、急速な少子高齢

化で家族の介護力が一気に低下していること

がある。そのスピードが施設がついていけな

い。行政は介護政策を施設から在宅重視へと

シフトする一方、同居家族がいる人のヘルパ

ー利用を制限していると言う具合に書かれて

るわけです。欧州などでは介護者支援の動き

が広がっている。超高齢化の最先端を走る日

本こそ、一刻も早い支援策が求められると、

記事が結んでいるわけですね。 

それから、もう１種類のこれも新聞記事で

すけども、これも大変ショックなんですけど

も、産業医科大学で疫学研究をしている松田

晋哉教授、これは公衆衛生学をやっている方

のようですけども、この人が発表してるんで

すけども、高齢男性が親や妻ら虐待高齢者を

介護する老老介護の当事者になると、十分な

介護力がある家族と同居中の男性と比べ本人

の死亡リスクが２倍になると、こういう発表

をしてる訳です。つまり、男性が介護をして

いる場合は、他の人たちが介護する場合の介

護される人の死亡率が２倍になるというデー

タなんですよね。そして介護している男性本

人が、歩行に杖が必要であるなど身体能力が

低いと死亡リスクは約５倍になるということ

も、報告をされてるわけです。 

私も高齢者の男性という事で、この記事を

見て本当にびっくりしたわけなんですけども。

こうした、言ってみれば高齢化社会の中で、

十分な介護を受けられない、行き届いた介護

が受けられない、こうしたことが社会のひず

みの現れとして悲劇が起きてるわけです。つ

い最近では有名な女優さんが介護疲れから母

親と一緒に心中したということも、起きてい

るわけです。 

私は、これまでこうした矛盾の多い介護保

険制度に対して、国に対して抜本的な改善を
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求めるよう市長に対して、これまでも議会で

度々要請してまいりました。そういうことも

あって今回はそのことについては、繰り返し

ませんけれども、今美唄市として出来る事は

どういうことが出来るだろうかと。 

私はぜひ取り組んで欲しいという事で、要

望したいことがあります。 

それは先ほど申し上げましたように、介護

をしている男性の精神的な負担といいますか、

非常に大きなものがあります。家庭の中での

炊事とか洗濯、あるいは掃除、普段男性余り

慣れない仕事なんですけどもね、それを家族

で介護しながら、そういう慣れない仕事もや

っていかなきゃならない。そういう事から、

いろいろストレスが溜まって、いわゆる介護

殺人と言われる悲劇につながっていく、そう

いうケースも多いわけですけども、美唄でぜ

ひ検討してほしいという問題について言えば、

そうした男性の介護者に対する家族支援とい

いますか、それをぜひ検討していただきたい

ということを申し上げまして質問を終わりま

す。 

●議長内馬場克康君 市長。 

●市長桜井道夫君 長谷川議員の質問にお答

えします。 

男性家族介護者の支援についてであります

が、市では家族介護者相互の交流や介護技術

の習得などを目的に、家族介護者交流事業や

認知症高齢者家族介護教室を実施しておりま

す。 

参加状況を見ますと、ほとんどが女性とい

う状況でもありますので、今後は介護保険事

業所との連携を図ると共に、全国の先進事例

を参考にしながら、男性の参加を促進してま

いりたいと、このように考えているところで

ございます。 

●議長内馬場克康君 次に移ります。 

 ２番、森川 明議員。 

●２番森川 明議員（登壇） 平成２１年第

２回定例会に当たりまして、大綱４点、市長

並びに教育長にお尋ねをいたします。 

１点目は、耕作放棄地の全体調査における

美唄市の調査結果と今後の対応策についてで

す。４月７日に全国２００８年度耕作放棄地

全数調査結果が農水省から発表がありました。

耕作放棄地の面積はそれを見ますと、１，７

８５市町村の２８万４，０００ヘクタールで

推計され、そのうち、１３万５，０００ヘク

タールが森林、原野化が進み、農地復元が困

難との内容です。 

この調査について平成２０年第３回定例会

で美唄市の調査結果を答弁で約束した感があ

ったのですけれども、何ら連絡報告がありま

せんでしたので、農水省、道庁、空知支庁、

プレスリリース、全国の状況、それと全道各

市町別集計を知ることができました。ただし、

空知支庁によると、各市町村の結果は、それ

ぞれ自治体に問い合わせていただきたいと、

そういう答弁で、美唄市の調査結果をまずお

伺いをいたします。 

全国の状況を拝見をいたしまして、私なり

に感ずることが多くあります。耕作放棄地の

面積は合計２３万１，０００ヘクタールで、

鹿児島２万０，４２０ヘクタール、長野１万

５，１５１ヘクタール、長崎１万２，３４０

ヘクタール、ここにある調査結果ですけれど

も多く、秋田が４５８ヘクタールが一番少な

い。これはちょっと驚きでした。ここに調査
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の区分があります。緑・黄色･赤、内容はつぶ

さには申しませんけれども、その区分によっ

て実態を調べたわけですけれども、その合計

が２８万４，０００ヘクタール。この件につ

いて調査範囲が一部の地域に留まりまして、

市町村や、また、未報告の市町村があった為

に、なぜかといろいろ聞いてみますと、農水

省は最終的には推計で算出をし、その結果が

２８万４，０００ヘクタールになるとしてい

ます。再生可能の全国の見てみますと、鹿児

島が９，２９１ヘクタール、長野が８，５２

８ヘクタール、茨城８，０６２ヘクタールが

多く、少ない方は富山２７２ヘクタール、秋

田３３１ヘクタールで元々耕作放棄地の面積

が少なく、利用率の非常に高い県です。鹿児

島、長崎は恐らく離島がものすごく多いわけ

ですから、そういうのも要因の１つではない

かというふうに私なりには分析を致してる訳

です。 

北海道の状況を見てみますと、１７３市町

村で７，４０７ヘクタール、空知は２４５ヘ

クタールと、これは以外に少なく、一番多い

支庁は後志の２，３８８ヘクタール、少ない

方は釧路の８８、胆振の６７、根室は０とな

っております。その中でこの大きな主眼であ

る再生可能というのはどれだけあるのか。全

道では３，５５８ヘクタール、空知は１３７

ヘクタール。 

２００８年農業白書、最近出されましたけ

れども、耕作放棄地の解消と改革の推進、農

業集落の高齢化対策など待ったなしのテーマ

が記述をされており、そこで、冒頭申しまし

たけれども、美唄市の調査結果を踏まえまし

て、私はこの件については、どうする３つの

課題として持っております。その３つといい

ますのは、引き受けをどうする、土地条件を

どうする、そして作物をどうする、とこの３

つですけれども、総合的な取り組みが必要と

思いますし、美唄市の対応策を調査結果と同

様にお伺いいたしたいと思います。 

２点目は、ムラの宝物の推せん基準とびば

い百景募集についてです。 

ムラの宝物について道遺産構想推進協議会

が、昨年７月に第１次として国や道の文化財

を除き９４件、そして本年７月に第２次とし

て６５件登録をしたと発表しました。美唄市

では北海道新聞は２０件、これは個々の名称

等は掲載されておりませんでしたが、プレス

空知は認定された１９件が載っておりました。

マガンのマミーちゃん、美唄湿原、宮島沼、

東明公園、美唄鉄道東明駅と機関車、北海道

ため池発祥の地、ビバレンジャー、旧桜井家

住宅、アルテピアッツァ美唄、美唄市屯田太

鼓、ハスカップ狩り、グリーンアスパラ狩り、

中村のとりめし、くるみ餅、雪蔵工房おぼろ

づき、べかんべ最中、やきそば、米粉パン、

美唄やきとりの１９です。なんか１点差があ

るわけなんですが、これは後ほど調べてみま

したら、１２号の直線道路を認定されたよう

です。これは間違いないんじゃないかと思い

ますけれども、その点は確認いたしたいと思

います。 

実は昨年第２回の定例会の質問で道遺産構

想推進協議会を私訪問いたしまして、認定に

伴う要件等をお聞きしましたが、自治体とし

て市長名の登録申請が必要との記憶がありま

す。今回、美唄市として登録申請にあたり、

どこで、どのような協議をし、また、申請を
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したのか、まずお伺いをします。 

次は、囚人によって開削された樺戸道路、

いわゆる通称峰延道路が歴史遺産として当然

該当されるべきものと確信していましたが、

申請除外、これは予想外でした。その辺の経

過を踏まえお聞きをしたく、どうもその話題

にもならなかったんではないかと言うかもし

れません。実のところ残念に思っております。 

また、広報メロディーが、認定された２０

件全く載せておりませんし、広く市民の宝物

として知らせるべきであったと思うのですが、

これには何か意図的なものがあったのですか。 

びばい百景につきまして、３月号に募集の

記事がありました。これムラの宝物との関連

性、この百景は写真募集で、美唄市内の風景

を美唄市民に限らず市外でもよろしいという

判断であります。もう既に３カ月を経過をし

ていますけれども、ちょっとお伺いをいたし

ますと、応募数が少ないという状況であるわ

けなんです。ＰＲ不足でないかと。ムラの宝

物と当然ダブるというふうに思っております

けれども、その辺の見解をお尋ねをいたしま

す。 

３点目は、廃校施設の事業計画についてで

す。この件につきましては、６月１２日に一

般質問に、また本日も同僚議員から質問があ

りました。重複は避けたいと思いますが、質

問する視点が違う面もあり、あえて教育長に

１つお伺いをいたします。 

実は調査をしてみますと、道内の公立小中

学校のうち、小学校２６校、中学校７校の計

３３校が本年３月末で閉校となりました。先

ほどもいろいろ出ておりました。美唄市も光

珠内中央小学校と峰延小が統合され、地域を

直撃する少子化の波が予想以上に激しいもの

があります。 

道内の小学生の数、中学生の数びっくりし

ました。まず、小学生の数ですけれども、１

９５９年に８１万０，２９７名が、２００８

年に２８万３，１１１人になってる。中学生

の数が１９６２年４２万０，５６５人が、２

００８年には１５万０，７９０人、大幅に減

っているという。 

小中学校の数も小学校が１９７０年２，３

３８校が、２００９年１，２７７校、中学校

１９６２年、１，３３２校が、２００９年に

は６６４校に減り、この間１０年では何と小

中学校で３５６校が、これ道内ですよ、閉校

してると。なんと全体の１５％に当たります。 

面積の広い北海道は、この統廃合によりま

して、通学範囲が一層広くなり、スクールバ

スも片道１時間以上かかるという、これは続

出しております。この美唄ではそれには該当

ないと思いますけれども。児童、生徒、そし

て父兄の嘆きが聞こえてくる、こういう状況

です。 

美唄も地域の理解を前提に東栄小と東小学

校の統合計画の方針が示され、今回の定例会

でも多く質問がされていますし、この統廃合

に対し、ますます拍車がかかっている、これ

が現況でないかと。 

そこで、教育長に質問ですけれども、廃校

になった旧３校、先ほどちょっと光珠内中央

小学校の答弁がありましたけれども、旧西美

唄小学校、旧茶志内小学校はどのような再利

活用の計画を立てているのですか。旧西美唄

小学校は校舎が古く、解体との話を聞きます

けれども、いつ実施をされるんですか。旧茶
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志内小学校は一時食の駅候補にあがったと、

これも記憶がありますが、どのように考えて

いますか、お伺いをいたします。 

このところ全国各地で廃校利用によってま

ちの活性化を図っている、大変話題に事欠き

ません。道内では栗山町の旧雨煙別小学校が、

これは築７３年にもなりますけれども、木造

二階建て、物すごくでかい校舎ですけれども、

それを再生をし、体験型宿泊施設としてリフ

ォームされ、教育環境学習のほかに文化スポ

ーツの拠点に利活用されるとのこと。 

また、占冠村も農業体験や郷土史学習に地

元の名を入れた双民館として、都市との交流

の場として活用されると、多くのこういう実

例もあります。 

実は私、栃木県に２年６か月勤務をした経

験がございます。友人も多く、教育面に詳し

い方もおります。廃校施設利用している資料

も実は送っていただきました。同僚議員に栃

木県黒磯町、黒磯市ですか、現在は那須塩原

市になりましたけれども、出身議員もいます。 

私の取り上げる那珂川町の件、先日お話を

しましたら、あそこはいわむらかずお絵本の

館として大変有名だと言っておりました。実

は取り上げたい那珂川町は、馬頭町と小川町

が合併をした町で茨城県堺、栃木県の東部に

位置をしております。この町にいわむらかず

お、先ほど言いました絵本の丘美術館と広重

美術館、そして今回取り上げる３つ目のもう

１つの美術館があると。それが、廃校利用が

美術館だと言うことです。資料を読んでみま

すと、特徴として、障害を持つ人々が創作し

たアート作品を展示紹介し、多くの人々にそ

のアートと出会う場を作る。そして誰もが自

ら創作を楽しむ場として、活動してる点です。

木造校舎としては、栃木県内最古の築１００

年、１世紀を越す旧校舎を現在既に８年目を

迎え、北海道から福岡まで広い地域から人々

が集まり、会員数が２８０人、１０代から８

０代まで幅広い年齢構成で、この美術館の運

営には補助金、法的援助はなく、開く展覧会

の入館料、会員の会費、ミュージアムショッ

プやカフェギャラリーの売り上げ、個人や企

業の寄附金、企画ごとの申請する補助金で運

営されているということでした。 

私はちょっとこう資料を見てみますと、旧

栄小を利用している美唄のアルテピアッツァ

と共通点が多いというふうに感じ取ったわけ

です。アルテピアッツァにつきましては、こ

の間全国版でテレビで放映されておりました。

ああいうの見てみるとうれしく感ずるもので

す。 

このように廃校となった施設の利用につき

まして、先進的な事例も参考とし、対応して

いくことが大変大切であると考えているわけ

です。まちづくりや交流、ふれあいの場とし

て活用を図る、教育長はこの点どのように考

えがあるのかをお伺いをいたします。 

４点目は、学校選択制についてです。１０

年前に三重県に導入されたこの選択制、全国

に広がりを見せ、希望すれば校区外の学校に

も通えるという、こういう制度で２００５年

度に道内では江別と岩見沢市で導入をされ、

現在では小学校のみが１２市町村、中学校の

みが１、小中学校が１３市町村の計２６市町

村が実施しています。隣の岩見沢市は、広報

に取り込みしております。中学校入学に向け

て学校選択制度。そして詳しく載り、裏には
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１０校の特徴から全部載せていると。これが、

住民全戸配布をされ、また、制度の解説が大々

的に、保護者説明会、さらには学校紹介パン

フ、これ驚きです。ページ４７ページでオー

ルカラーＡ４版。各校４ページを割いて写真

入のすばらしい立派な冊子をつくって、ＰＲ

に向けてでき上がってると。そして配布をし

てると。小学校６年生の家庭に希望校調査票

の配布。必要に応じて抽選を行って、中学校

を決めているということです。中学校に入る

場合は、御存知のごとく通学区域制度により

住んでいる住所で入学する学校が決まってい

ますが、この学校選択制度は、これらに加え

て保護者や児童の希望により中学校を選ぶこ

とのできる制度で、岩見沢市内１０校すべて

の中学校を選ぶことが出来、それぞれの中学

校の受入れが可能な生徒数の範囲内で入学す

る。こういうことの出来る制度だそうです。

学校間競争をあおる、こういうのは意図では

なく、児童生徒に選択の機会をつくるのが目

的だという事で、お話しておりました。評価

をされている事実もあるということです。美

唄市のこの平成２１年度の教育行政方針では、

あえてこの件については触れられていません

でしたけれども、この学校選択制度について

どのような考えを持っておられるのか、メリ

ット、デメリット面を含めて、教育長にお伺

いをします。以上この場からの質問を終わり

ます。 

●議長内馬場克康君 市長。 

●市長桜井道夫君(登壇)  森川議員の質問

にお答えします。 

初めに、耕作放棄地全体調査と今後の対応

策について、耕作放棄地の解消に向けた対応

策についてでありますが、耕作放棄地全体調

査の結果をもとに、耕作放棄地の対象となっ

た農地の所有者の意向も勘案して、市、農協、

農業委員会などの担当職員で構成する耕作放

棄地解消対策協議会での検討結果を踏まえ、

本年１月末に耕作放棄地解消計画を策定した

ところであります。計画の内容としましては、

対象農地すべてに当面は保全管理をすること

としたものであります。今後においては、こ

の計画に沿って耕作放棄地の解消に向けて農

業委員会をはじめ関係団体と連携を図りなが

ら、取り組んでまいりたいと考えております。 

次に、ムラの宝物の推せんとびばい百景募

集について、ムラの宝さがしプロジェクトに

ついてでありますが、この事業は北海道遺産

構想推進協議会において道内各地の宝物を掘

り起こし、発信活用することにより、地域や

まちの魅力を創造していくという、北海道遺

産構想の趣旨を全道に波及させる目的で実施

されている事業であります。宝物のジャンル

としてムラの宝物、ムラの売り物、村のご飯、

ムラの宝物の発掘活用の４つに分けられてお

り、本市においては第２次募集で応募し、村

の宝物で１３件、ムラの売り物で６件、村の

ご飯で１件、全体で２０件が登録となったと

ころであります。登録された２０件は市にお

いて申請したものであり、選定に当たりまし

ては、市民の皆様に親しまれ、本市の観光振

興や特産品などとして取り上げられているも

のを中心に、協議検討したものでありますが、

今後本市の宝物として市内外に情報発信して

まいりたいと考えております。 

次に、樺戸道路についてでありますが、こ

の道路は、北海道で最初の集治監として設置
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された樺戸集治監と空知集治監の連絡路線と

して、明治１６年に開削されたものであり、

その工事の様子は現在峰延小学校に囚徒峰延

道路開削の図が所蔵されており、歴史的に重

要な意味があるものと認識しております。 

この道路につきましては、月形町でも地域

資源として活用したいと伺っており、月形町

との調整も今後必要と考えております。 

今後７月ごろにはムラの宝物の第３次募集

が始まる予定ですので、樺戸道路を含め幅広

い視点から検討し、今後この制度を有効に活

用しながら、本市の魅力を広く発信してまい

りたいと考えております。 

次に、市民周知でありますが、今回登録さ

れた２０件につきましては、地域やまちの魅

力を創造していくものでありますので、市の

ホームページや広報誌などに掲載し、市民の

皆さんにお知らせしたいと考えております。 

次に、びばい百景とムラの宝物の関連性に

ついてでありますが、びばい百景はお気に入

りの美唄の風景を写真に収めて応募していた

だく事業であり、応募された写真は市のホー

ムページや広報誌などにより紹介させていた

だくほか、観光施設に活用してまいりたいと

考えております。 

ムラの宝物との関連につきましては、新た

な観光資源の発掘という点において共通して

いる面もあり、びばい百景に寄せられた風景

はムラの宝物への登録についても検討してま

いりたいと考えております。 

なお、耕作放棄地全体調査の結果につきま

しては、農政部長から答弁をさせていただき

ます。 

私からは以上でございます。 

●議長内馬場克康君 農政部長。 

●農政部長林 信孝君 耕作放棄地全体調査

の結果については、私から答弁をさせていた

だきます。 

耕作放棄地全体調査の結果についてであり

ますが、本市が昨年４月に農水省から示され

た耕作放棄地全体調査要領に基づき、現地調

査等を行った結果、耕作放棄地は約３．８ヘ

クタールで、全て農業振興地域の農用地区域

に指定をしていない土地でありました。耕作

放棄地の状況は、草刈り、耕起、抜根、整地

を行うことにより、耕作することが可能な土

地は約２．６ヘクタール、また草刈り、耕起、

抜根、整地では耕作することができないが、

基盤整備を実施して農業利用をすべき土地は

約１．２ヘクタールとなっております。 

●議長内馬場克康君 教育長。 

●教育長板東知文君(登壇)  森川議員の質

問にお答えします。 

統廃合により廃校となった学校の跡利用に

ついてでありますが、廃校となった学校施設

については、老朽化が著しい西美唄小学校は、

解体撤去の方向で検討しているところであり

ます。 

また、旧茶志内小学校、光珠内中央小学校

につきましては、国の財産処分の弾力化の考

え方等を踏まえ、地域の活性化につながるよ

う、地元の意見等を伺いながら、全庁的にそ

の利活用のあり方についてさらに検討を進め

てまいりたいと考えております。 

次に、廃校施設の跡利用についてでありま

すが、まちづくりやふれあい、交流の場とし

ての利活用は、全国に多くの事例がある中、

本市のアルテピアッツァ美唄も行政視察を始
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め、マスコミや学術面、さらに文献等で数多

く取り上げるなど、その代表的なものである

と認識しております。学校施設は地域の方々

にとって最も身近な施設であると共に、その

地域で培われた歴史や風土、さらにはそこに

暮らしていた人々や卒業生の思い出が刻まれ

たシンボル的存在であると考えております。

この為、このような視点を大切にしながら地

域の活性化につながるよう、地域の皆さんの

御意見もお聞きしながら、全庁的にその利活

用のあり方について、さまざまな観点から検

討していくことが必要であると考えていると

ころでございます。 

次に、学校選択制のメリット、デメリット

と導入についてでありますが、一般的には学

校選択制の導入により期待される効果として、

保護者の学校に対する関心が高まること、各

学校が競争意識を持って切磋琢磨すること、

学校の情報が外部に公開されるため学校内に

良い意味での緊張感が出来ることなどが考え

られていますが、反面、特定の学校に人気が

集中し、学校間格差が広がること、地域と保

護者の連帯感が希薄する懸念があること、選

択指標の不定により風評に振り回されること、

などが課題となると言われております。 

教育委員会といたしましては、本制度につ

いてのさまざまな観点からの検証が得られて

いないことなど、さまざまな課題もあること

から、本市の現状を踏まえた場合、現段階で

の導入は考えていないところでございます。 

●議長内馬場克康君 ２番、森川 明議員。 

●２番森川 明議員 それでは、自席から再

質問をいたします。 

１点目の耕作放棄地全体調査の美唄の調査

結果と今後の対応についてですけれども、美

唄市の状況を知ることができました。調査項

目、区分ごとの面積の実態をチェックしてみ

ました結果、大幅に調査内容との違いがある

にしても、農業センサスより減っているとい

う現状がございます。今後も関係機関団体と

連携をし、協議会で解消計画について対象農

地すべてに保全管理するとの答弁でした。そ

のスケジュール的なものがあれば、お伺いを

いたしたいというふうに思ってます。 

それから、ここに日本農業新聞のアンケー

トがあります。広告アンケートですね。これ

日本農業新聞のプレゼント企画という事で、

耕作放棄地の再生には、どのように取り組ん

だらいいのかと、その問いです。内容は再生

作業の取り組みに対して地域だとか、資材と

か、機械とか、施設とか、どんな作物が栽培

が適当だとか等々、設問が１０に渡っており

ます。調査結果がどのように出るのかという

こと、そのあらあらをアンケート結果を期待

をしている。そして、耕作稼動に向けて、参

考になるものと思っておりますけれども、さ

らにまた同じ６月９日の日本農業新聞に埼玉

の永堀さんと言う人ですけど記事が載ってお

りました。耕作放棄地、実は４５ヘクタール

を、この人パワーショベルを持っているとい

うことでその利点を生かしまして、荒れた土

地を開墾しているという、貸し出しは無料な

んですよと。係る費用は地権者からは一切と

らないと、そういう契約を結んでる。そして、

今後とも規模をどんどん拡大をしてくと。小

松菜を作りたい、自給率低い大豆を作りたい、

麦、タマネギを作りたい。そして、耕作放棄

地そのものはまさに宝の山であると、発想の
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逆転ですね、これは。これが必要ということ

を訴えておりました。このように営農意欲の

姿そのものが、今求められているんでないか

というふうに思っております。 

ムラの宝物につきましては、冒頭ちょっと

言いましたけれども、実は２０件が登録をさ

れて、日本一の直線道路ということで市長理

解していいんですね。市長うなずいたからそ

ういうことだと思います。 

そこで、樺戸道路の関係です。通称、峰延

道路と言ってます。これ、申請については、

次に検討するということの回答。これぜひ取

り上げて欲しいと思いますね。月形の関係こ

れありと言っておりましたけれども、そこで、

２０年第２回の定例会で取り上げた以上、地

域では反響があるんですよ。電話もいただき

ました。 

例えば、市来知、今の三笠ですけども、峰

延までは達布山の横に現在の道路があるわけ

なんですけれども、私はあそこが囚人が開削

した道路かなと思ってたら、これが全然違う

と言うんですよ。 

ここに２冊の本があります。樺戸監獄史話、

それと、これ美唄ですね、美唄開拓よもやま

話。三笠市といいますのは、桜ロード建設と

いうのが非常に盛んで、岩見沢よりの達布山

正面ちょっと横から今植えております、立派

なものです。実はそこが、真っ直ぐ行くと美

唄のリンクスゴルフ場付近になるんですけれ

ども、そこに峰延を通じる道路がそこにあっ

たって言うんですよね。びっくりしました。

この樺戸監獄史話によりますと、達布山の横

道路、峰延山の麓に沿って沢が２つあって、

それぞれ橋がかけられていたと。その橋の名

前は、北海道に縁が深い、あの伝説の人の、

機関車も通っておりますけども、弁慶橋、こ

れ長さ１６間、幅３間、義経橋、長さ３０間

幅３間があり、峰延市来知間は明治２０年の

５月に起工されて、同年９月３日に完成、す

ごいですね。７，９４９人の囚人が係わった

と。この美唄よもやま話にも載っております。

明治４０年６月１１日大音響とともに堕落を

したと。２０年に渡る誇り高かった義経橋、

弁慶橋が姿を消してしまったと。達布山の山

頂に当時は風車式東屋もあったんですけども、

それも朽ち果てたと、このよもやま話に出て

おります。 

これはもう歴史の興味のある方です、峰延

の方ですけども住民がその弁慶橋と義経橋の

跡を雑草、雑木林とその中を探し出したって

言うんですよ。すごいですね。そういう話も

直接聞きました。また、峰延のよく話では、

これは美唄市にも月形市にも載っております

けれども、いわゆる三笠の達布山と月形の円

山、狼煙火を上げて、あそこに４里の道をこ

れはもうそういう話、どこの文献にも書いて

あるんですよ。ところが、どうもそれが違う

と言う人があらわれたんですよ。これは興味

ありますね。そういう訳で、奥深く今は興味

津々、郷土の歴史を語るということで、どう

してもこの樺戸道路、通称峰延道路、欠かせ

ない１つになっているんですよ。空知、そし

て樺戸両集治監の囚人によって、雨の日も嵐

の日も文字どおり１日も欠かすことなく夜遅

くまで厳しい自然環境と過酷な労働によって

多数の犠牲者が出た。まさに囚人の汗と涙と

血が混じってるのが、あそこの道路なんです

よ。 
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岩見沢市は昨年広報いわみざわによります

と、９月号ですけれども、歴史の道を訪ねて

と、峰延道路と樺戸集治監ということで募集

をしております。もう有名なもんですよ。と

言いますのは、尾崎和男、郷土史を学ぶ会の

会長さんらしいですけれども、それによって

実施をされまして、峰延道路の歴史はこうな

んだということを説明をしてきてるという事

で、私はまさにムラの宝物というふうに、私

個人は位置づけておりますし、当然今後、美

唄市長検討していただきたい。先ほども第３

次云々という話ありましたから、大いに期待

しております。 

それから、３番目の廃校利用の関係につき

ましては、全国の地域活性化を結び付けると

いう特徴を出して、それぞれ努力をしており

ます。農家による直産品売り場、グリーン・

ツーリズム、事業の展開、複合住宅をつくっ

て、そこに若者を住ませて定住化を図ってい

るんだとか。これ例を挙げれば枚挙にいとま

なしと、このぐらいたくさん廃校利用と言う

のはあるんですよ。 

そこで、美唄はご承知のようにアルテピア

ッツァの他に市内において廃校となった学校

跡の利用がどう図られているのか、この施設

等を教育長にまたお伺いをいたします。 

旧光珠内中央小学校、旧茶志内小学校の活

用方法と、これは地域住民との話し合いで、

今後確立をしていくべきでありますけれども、

旧西美唄小学校は先程答弁では、解体の方向

ということを知りました。しかし、いつ解体

撤去がされるのか具体的に年度が定まってい

ません。早急にこれ解体撤去すべきですよ。

予算面があったにしても。その点の対応を早

めていただきたい、このように思います。 

学校選択制についてです。私は、この点の

質問に当たりまして、実は特定の学校に偏る

とか、それから、部活の伝統校に集中すると

か、または、荒れている学校と言うのは、こ

れは敬遠するとか、色々デメリット面をチェ

ックをしてみまして、あまりどうかなという

感じを持っておりました。教育長の考え方お

聞きをいたしまして、課題も多いし、現状を

踏まえた場合は、これは導入は考えていない

という答弁でした。 

実はこの選択制度に関連するかもしれませ

んが、越境入学の関係です。私も心配をして

いる１人ですので、教育長聞いてください。

教育長、まず聞いてください。と言いますの

は、あの南部地域、峰延ですよ。峰延小学校、

峰延中学校は、三笠市岡山、それから川内、

岩見沢市峰延、岡山、多くの入学があります。

また、卒業生を出しております。私は参考ま

でに、昭和３１年度峰延中学校の卒業生第９

期７８名卒業しましたけれども、そのうち１

８名が岩見沢から来ている児童生徒でした。

現在の状況を聞いてみますと、岩見沢市から

小学校、中学校に各１０名来てると、三笠は

ないようですけれども、在学しているそうで

す。一昨年の峰延小学校の入学生、私は１４

名だとばっかり思っていたんですけども、聞

いてびっくりですね。４名ですよ、４名。そ

のうちの１名が岩見沢市から来てると。今は

なんと複式校が２学年あるということもお聞

きをいたしました。先ほど述べました岩見沢

市は学校選択制に今非常に力を入れておりま

す。他の市に支払う金銭面のこともあります

し、また、スクールバスを普及させまして、
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岩見沢市の住民児童生徒は岩見沢の学校へと

言う可能性が、今後予想されるのではないか

と。うがった見方だと思ったらそれでいいと

思いますが、私はそういう見方をしておりま

す。１世紀１００年にわたる峰延小学校は歴

史ある学校、親子３代にわたってお世話にな

っているその学校は、即岩見沢市だから岩見

沢市の学校にって言っても、なかなか思うと

おりはいかないというふうにも理解はいたし

ますけれども、もし、そうなりますと、ちょ

っと触れました、峰延小学校は現在２年と３

年が複式をやってると、これはもう完全複式

校になってしまう。中学は何と先ほどもいろ

いろ議論出ましたけれども、統合の対象にな

ってくるんでないかという心配もあるのです。 

ですから、教育長、まだね、話題もないう

ちに何を言ってるんだと言う、そういう表情

かもしれませんけれども。ただ、具体的に岩

見沢から示されたわけではありませんし、こ

の件については心配をしてるという事で、理

解してください。それを私だけでなくして、

地域の住民がいるということを念頭に置き、

現状認識で教育行政を推進してください。 

●議長内馬場克康君 市長。 

●市長桜井道夫君 森川委員の質問にお答え

します。 

耕作放棄地の改修計画でございますけども、

これは２１年度から２３年度までという３年

間で解消するような計画書を今作ってござい

ます。これは毎年見直すということで、今現

在のところ農地を常に耕作しうる状態に保つ

ために、緑肥の栽培をするということであり

ますけども、耕作放棄地につきましては、そ

のあといろんな方策等を、この協議会とで検

討していただきたいと考えてございますので、

市としてもこの解消計画について、いろんな

知恵を出してまいりたいなと考えてございま

す。 

それから２点目の樺戸道路でございますけ

ども、先程言いましたように月形との話し合

いも必要なのかなと、それから樺戸道路、北

村というか、岩見沢の管轄にも道路があると

いうか、またがるというか、それから先ほど

言った三笠ですか、ということになりますと、

ムラの宝物という存在でいいのかですね。逆

に北海道遺産みたいなことに、ちょっと今回

資料を見ますと、美唄の炭鉱メモリアル森林

公園とかは、私ども申請したんですけども、

北海道遺産の一部とするということで除外さ

れてるんですね。だからそのあたりがムラの

宝物なのか、もっとそれの上に行くんじゃな

いかってことも、ちょっと懸念されますんで、

このあたりは今後慎重に検討しますけども、

いずれにしても樺戸道路の必要性をしっかり

認識した上で、今後まちのＰＲにしていきた

いなと思ってます。 

●議長内馬場克康君 教育長。 

●教育長板東知文君 森川議員の質問にお答

えします。 

旧西美唄小学校についてでありますが、今

後、財政状況などを見極めながら、解体撤去

を進めることとしており、現状においては廃

校施設の安全確保や、周囲への環境対策など

に努めてまいりたいと考えております。 

次に、廃校施設の跡利用についてでありま

すが、主なものについて申し上げますと、現

在旧拓北小学校及び旧中村小学校は公民館と

して、また、旧中村小学校体育館は地域体育
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館として、更に旧西美唄中学校体育館は保育

所として活用してるところでございます。 

次に、学校選択制に係わる岩見沢市との関

係についてでありますが、現在岩見沢市でそ

のような内容の検討が行われているという情

報は承知しておりませんが、今後とも保護者

の意向等を十分踏まえ、必要な対応を行って

まいりたいと考えてございます。 

●議長内馬場克康君 ２番、森川 明議員。 

●２番森川 明議員 市長、お答えをいただ

きましたけれども、耕作放棄地の件について

は一部分でいいですけど現地を見て歩きまし

たか。耕作放棄地というのは、前にも取り上

げましたけれども、病害虫、鳥獣被害の発生

や景観の悪化など、地域の住民に生活環境に

悪影響を与えているんですよ。私もあえて課

題を申してきましたけれども、解消計画に対

するスケジュールは、毎年見直して３年間で

やっていきたいという答弁でした。ひとつ今

後とも解決策構築のためにも、ひとつ実現方

努力をしていただきたいなというふうに思い

ます。 

それと、市長この耕作放棄地再生に向けて、

努力をした自治体に農林水産大臣の表彰があ

るという、そういう制度あるのご存知ですか。

市長は知ってると思いますけれどもね。実は

あるんですよ。美唄も私チェックすると以外

に今回の調査が、先ほどセンサスと比較云々

言いましたけれども、農政部長の答弁メモし

てみますと、非常に少ないんですよね。さっ

き言った区分的な見方とかいろいろな要素も

ありますけれども、これは努力すれば大臣表

彰まで近づくなという、感じを持っているん

ですよ。ですから、そういう目標を持ってね、

鋭意これは努力しなければならんでないかと

いうことを申し述べておきたいと同時に、宝

物の関係は昨年度の北海道遺産推進協議会に

私尋ねて行った時には、あそこの道路は北海

道遺産に該当でないかい、ということのお話

をしたんですよ。一番先にですよ。滝川出身

の係長ね。私も滝川ですってね、親しくすご

く長い間お話をしてきました。ところが、言

っているのは今２４件ですか、認定をされま

したね、石狩川とか炭鉱遺産とか、北海かん

がい溝とかって、それ以上は絶対増やさない

んだと、もう一つも北海道遺産あれでやめ、

もう増やさないと。その代わりこの宝の関係

が出てきたと、ムラの宝物というのが新たに

誕生したんだと。ですから、北海道遺産にな

ってるところは全部ムラの宝物で申請をされ

てもカットしていくということなんですよ。

ですから、ダブって認定されるということは

ないということで、これは市長私調べてきて

る経過ありますから、もう北海道遺産増やさ

ないっちゅうならどうもなりませんよね。私

も２，４００円で北海道遺産のＤＶＤ買って

きました。あれ、なかなかおもしろいですね。

それ以上増やさないっちゅうんですからどう

にもなりません。ですから、ムラの宝物った

ら今度申請になると思いますから、その点努

力をしていただきたいなと思います。 

教育長、廃校の施設の利用のお答えね、状

況は承知をいたしました。こだわりますね、

私も。旧西美唄小学校の解体撤去、これは予

算面があるにしてもどうも答え歯切れ悪いで

すよ。美唄はねえ、悪いことをする人はいな

いと思ってるかもしれませんけれども、また、

そういう悪いことをする人の少ないまちです
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が、そのまま、あのまま放置をしていたら、

これは安全確保の面も心配ですし、また、置

けば置くほど金がかかってくるんですよ。そ

ういう実態を踏まえると、その解体年度ね、

もう何年度でやりたいって言うその点をはっ

きり約束はできませんか。１年でも早くやっ

てほしい、これは、地域の人もそう思ってる

と思いますよ。これはやっぱり教育長努力し

なきゃならんですよ。その点再度お聞きした

いと思います。 

よく学校がなくなると人口減だと、人口が

どんどん減っていく、過疎化に拍車をかける

と、また、おもしいもんで離農も進むっちゅ

うんですよね。学校なくなるとね。そういう

ことで残ったのは学校跡地記念碑だけ残って

るなんちゅうね、そういう話はよく現実とし

てあるらしいです。旧拓北小学校、旧中村小

学校、旧中村小体育館、旧西美唄中学校体育

館の利用状況を知ることができました。そう

いうのも踏まえまして、新たな角度からひと

つ旧光珠内中央小学校、そして旧茶志内小学

校、これ地域の根ざした廃校舎の再利用に対

する特段の働きかけを教育長に再度お願いを

いたしまして、質問を終わりたいと思います。 

●議長内馬場克康君 市長。 

●市長桜井道夫君 森川議員の質問にお答え

します。 

耕作放棄地の発生防止と解消は、日本農業

が直面している諸問題の中でも対応が急がれ

る重要な課題だと、このような認識でござい

ます。表彰事業ということがあるようでござ

いますけど、これが表彰されるかどうかは別

としましても、こういう重要な課題に前向き

に取り組んでまいりたいなと考えてございま

す。 

それから、ムラの宝物につきましては、複

数の市町村で申請が可能かどうか、このあた

りも含め今後検討させていただきたいと思っ

てます。 

●議長内馬場克康君 教育長。 

●教育長板東知文君 森川議員の質問にお答

えします。 

旧西美唄小学校の解体に向けて市長部局と

十分協議して、なるべく早くなるよう努力し

て参りたいと考えてございます。 

 

●議長内馬場克康君 以上で一般質問を終わ

ります。 

 これをもって、本日の日程は全部終了いた

しました。 

 本日はこれをもって散会いたします。 

 

午後 ２時５７分 散会 
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